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強
く
認
識
し
、
業
界
団
体
と
し
て
〝
強
い
意
志
〟
を
持
っ
て

行
動
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

少
し
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
先
日
、
日
本
自
動
車
工
業
会

会
長
と
と
も
に
、
岸
田
首
相
と
懇
談
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。

　

自
工
会
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
自
動
車
産
業
に
よ
る
日
本

経
済
へ
の
貢
献
に
加
え
て
、
自
動
車
税
制
に
関
す
る
提
言
な

ど
、
部
工
会
か
ら
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向

け
た
中
小
企
業
の
実
態
と
課
題
を
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
改
め
て
感
じ
た
の
は
、
自
動
車
産
業
に
対
す

る
期
待
の
高
さ
と
、
自
動
車
産
業
５
５
０
万
人
に
対
す
る
部

工
会
の
責
任
の
大
き
さ
で
す
。

　

す
で
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
通
り
、
懇
談
後
、
岸
田
首
相
は

「
自
動
車
産
業
が
わ
が
国
の
成
長
産
業
で
あ
り
、
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
の
大
黒
柱
」
と
明
言
さ
れ
、
ま
た
、
そ
の

　

去
る
５
月
26
日
の
通
常
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
尾
堂
前
会

長
の
後
を
受
け
、
第
19
代
日
本
自
動
車
部
品
工
業
会
会
長
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
80
年
以
上
続
く
、
歴
史
あ
る
部
工
会
を

率
い
る
大
役
に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

自
動
車
産
業
が
大
変
革
期
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
る
今
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
対
応
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

強き
ょ
う

靭じ
ん

化
な
ど
、
部
工
会
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
今
ま
で
以

上
に
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
尾
堂
前
会
長
を
は
じ

め
と
す
る
諸
先
輩
方
が
積
み
上
げ
て
こ
ら
れ
た
礎
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
時
代
の
変
化
に
適
応
し
、
大
胆
か
つ
俊
敏
に
舵

取
り
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

部
工
会
会
員
４
３
１
社
（
２
０
２
２
年
７
月
時
点
）
は
、

自
動
車
部
品
の
各
分
野
・
各
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
企
業
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
長
き
に
わ
た
っ
て
日
本
の
自
動
車
産
業
を
支
え
続

け
て
き
た
、
力
の
あ
る
企
業
ば
か
り
で
す
。
そ
の
部
工
会
が
、

日
本
の
自
動
車
産
業
の
た
め
に
果
た
す
べ
き
使
命
を
今
一
度

部
工
会
会
長
就
任
に
際
し
て

Introduction
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い
は
政
府
や
教
育
機
関
と
も
積
極
的
に
交
流
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

自
工
会
会
長
も
言
わ
れ
て
い
る
通
り
、「
自
動
車
は
み
ん

な
で
や
る
産
業
」
で
す
。
会
長
就
任
会
見
で
も
お
伝
え
し
た

よ
う
に
、
自
動
車
５
団
体
と
の
連
携
、
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
２
以
下
と

の
連
携
、
他
業
界
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
強
化
し
、
み
ん
な

で
一
緒
に
動
く
こ
と
で
、
多
様
な
解
決
策
を
導
き
出
し
て
ま

い
り
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
会
員
企
業
の
皆
さ

ま
に
は
「
部
工
会
に
入
っ
て
い
て
良
か
っ
た
」
と
感
じ
て
も

ら
い
、
会
員
以
外
の
企
業
や
業
界
に
は
「
部
工
会
と
一
緒
に

や
っ
て
良
か
っ
た
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
部
工
会

が
汗
を
か
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

部
工
会
の
強
み
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
や
個
性
、
独
自
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
る
、
多
様
な
集
団
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
の
大
変
革
期
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
部
工

会
の
強
み
を
、
多
様
化
す
る
社
会
課
題
の
解
決
に
役
立
て
る

こ
と
で
、
部
品
業
界
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
自
動
車
産
業
へ
の

貢
献
を
通
じ
て
、
今
ま
で
以
上
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在

に
な
れ
る
よ
う
、
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
が
も
っ
と
輝
き
、
強

く
た
く
ま
し
く
な
る
よ
う
に
、
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

引
き
続
き
、
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

考
え
方
に
基
づ
き
「
新
し
い
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
在
り
方
を
議
論

す
る
た
め
に
、（
自
工
会
・
部
工
会
と
）
対
話
の
場
を
持
ち

た
い
」
と
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

自
工
会
会
長
が
こ
れ
ま
で
訴
え
続
け
て
き
た
「
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
で
も
自
動
車
を
ど
真
ん
中
に
」「
５
５
０
万

人
の
底
力
を
ア
テ
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
が
、
政
府

に
も
し
っ
か
り
と
通
じ
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、

い
よ
い
よ
、
自
工
会
・
部
工
会
を
含
む
自
動
車
５
団
体
が
中

心
と
な
り
、
自
動
車
産
業
が
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
そ

の
役
割
を
い
ち
早
く
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
部
工
会
は
、
会
員
と
し
て
加
盟
し
て
い
る
の
は
Ｔ
ｉ

ｅ
ｒ
１
を
中
心
と
す
る
４
３
１
社
で
す
が
、
そ
の
背
後
に
は
、

６
千
以
上
の
事
業
所
で
活
躍
す
る
67
万
人
の
仲
間
た
ち
が
い

ま
す
。
そ
し
て
、そ
の
ほ
と
ん
ど
が
中
小
企
業
で
あ
り
、カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
電
動
化
と
い
う
大
波
の
中
で
、
厳
し

い
状
況
に
立
た
さ
れ
て
い
る
企
業
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

個
社
で
は
な
か
な
か
解
決
で
き
な
い
課
題
が
多
い
中
、
企
業

横
断
的
な
取
り
組
み
を
け
ん
引
す
る
部
工
会
の
活
動
は
、
部

品
業
界
の
指
針
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
り
、
中
小
企
業
が
希

望
を
持
て
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、

私
は
、
自
動
車
に
関
わ
る
中
小
企
業
と
の
直
接
対
話
や
現
地

現
物
で
の
実
態
把
握
に
こ
だ
わ
り
、
中
小
企
業
と
も
力
を
合

わ
せ
て
部
工
会
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
部
品

業
界
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
に
対
し
て
は
、
他
業
界

の
力
も
借
り
る
べ
く
、
電
子
部
品
や
電
池
業
界
な
ど
、
あ
る

一般社団法人 日本自動車部品工業会

会長 有馬 浩二
（デンソー 代表取締役社長）
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今
年
度
の
事
業
計
画
で
は
、「
グ

リ
ー
ン
（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
推
進
）」、「
デ
ジ
タ
ル
（
Ｄ
Ｘ
〔
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
〕の
推
進
）」、「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス（
回

復
力
）
の
強
化
」
を
３
大
テ
ー
マ
と

し
、
計
17
項
目
の
重
点
施
策
を
中
心

に
活
動
を
進
め
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

通常総会を
開催

令
和
４
年
度
事
業
計
画
承
認

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な

ど
に
よ
り
、
半
導
体
の
み
な
ら
ず
資

材
価
格
、
物
流
網
、
海
上
運
賃
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
ひ
ず
み
が
問
題
と
し
て

顕
在
化
し
た
。
多
く
の
リ
ス
ク
に
柔

軟
か
つ
迅
速
に
対
応
し
、
事
業
を
維

持
、
発
展
し
て
い
く
た
め
の
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
を
強
化
す
る
こ
と
が
、
企
業

競
争
力
の
観
点
か
ら
大
変
重
要
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
、

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続

計
画
）
強
化
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

強き
ょ
う

靭じ
ん

化
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
対
応
な
ど
の
リ
ス
ク
対
策
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
今
年
度
は
従
来

に
な
い
取
り
組
み
と
し
て
「
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
の
強
化
」
を
３
大
テ
ー
マ
の

一
つ
と
位
置
付
け
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
を
見
渡
し
、
多
面
的

な
リ
ス
ク
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、

新
た
な
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
発

足
し
、
会
員
企
業
へ
の
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
強
化
へ
の
活
動
支
援
に
力
を
入
れ

総会は経団連会館（東京都千代田区）で開催された

議長を務める尾堂前会長と副会長一同

尾堂真一前会長（左）と
有馬浩二新会長

新役員

JAPIAは５月26日、東京都千代田区の経団
連会館において令和４年度通常総会を開催し
た。新型コロナウイルス感染拡大以降、書面、
対面/ウェブ併用で行ってきた総会。今年は
出席者を限定しつつも、３年ぶりに対面での
開催となった。当日は、令和３年度事業報告・
決算および令和４年度事業計画・予算につい
て審議し、いずれも原案どおり承認された。

て
い
く
。

　

こ
の
ほ
か
、
今
年
は
役
員
の
改
選

期
で
あ
り
、任
期
満
了
に
伴
う
理
事
・

監
事
全
員
の
改
選
が
行
わ
れ
た
。
総

会
後
に
開
催
し
た
臨
時
理
事
会
で
は
、

２
年
間
会
長
を
務
め
ら
れ
た
尾
堂
会

長
に
代
わ
り
、
デ
ン
ソ
ー
の
有
馬
社

長
が
新
会
長
に
就
任
し
た
。
ま
た
、

副
会
長
に
日
本
発
条
の
茅
本
社
長
、

プ
レ
ス
工
業
の
美
野
社
長
、
三
五
の

恒
川
社
長
が
新
た
に
副
会
長
に
就
任

し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
藤
木
俊
光
経

済
産
業
省
製
造
産
業
局
長
に
よ
る
講

演
会
を
開
催
し
た
。
講
師
の
藤
木
局

長
に
は
「
我
が
国
製
造
業
の
国
際
競

争
力
の
強
化
に
向
け
て
」
と
題
し
、

電
動
化
進
展
に
伴
い
、
需
要
が
減
少

す
る
部
品
企
業
の
「
攻
め
の
業
態
展

開
・
事
業
再
構
築
」
実
現
を
後
押
し

す
る
た
め
の
自
動
車
産
業
『
ミ
カ
タ
』

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
活
動
、
目
指
す
べ
き
「
モ
ビ

リ
テ
ィ
社
会
」
像
な
ど
の
ご
講
演
を

い
た
だ
い
た
。
会
場
参
加
者
に
と
っ

て
は
い
ず
れ
も
関
心
の
高
い
分
野
で

あ
り
、大
変
有
意
義
な
内
容
で
あ
っ
た
。
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判　治　誠　吾　　大同メタル工業㈱　代表取締役会長
小　川　信　也　　太平洋工業㈱　代表取締役社長
有　馬　浩　二　　㈱デンソー　代表取締役社長
ニ之夕　裕　美　　㈱東海理化　代表取締役社長

〇 相　羽　繁　生　　㈱東郷製作所　代表取締役社長
高　松　信　彦　　トピー工業㈱　代表取締役社長
小　山　　享　　　豊田合成㈱　代表取締役社長

〇 白　柳　正　義　　トヨタ紡織㈱　執行役員
内　山　俊　弘　　日本精工㈱　取締役会長

尾　堂　真　一　　日本特殊陶業㈱　代表取締役会長
茅　本　隆　司　　日本発条㈱　代表取締役社長
西　村　憲　一　　光精工㈱　代表取締役会長

上　桶　　亨　　　日立Astemo ㈱　代表取締役� � エグゼクティブヴァイスプレジデント
晝　田　眞　三　　ヒルタ工業㈱　代表取締役会長
美　野　哲　司　　プレス工業㈱　代表取締役社長
クラウス・メーダー　　ボッシュ㈱　代表取締役社長
藤　木　達　夫　　丸五ゴム工業㈱　代表取締役社長
藤　井　　司　　　マレリ㈱　代表取締役
北　田　勝　義　　㈱ミツバ　代表取締役社長
眞　田　達　也　　三乗工業㈱　代表取締役社長
矢　﨑　信　二　　矢崎総業㈱　代表取締役社長
鈴　木　一和雄　　㈱ユニバンス　代表取締役会長兼社長
志　藤　昭　彦　　㈱ヨロズ　代表取締役会長
岡　野　教　忠　　㈱リケン　名誉会長
浦　上　　彰　　　リョービ㈱　代表取締役社長
大　下　政　司　　(一社 )日本自動車部品工業会　専務理事
奈須野　光　祐　　(一社 )日本自動車部品工業会　常務理事

【監　事】（６名）
〇 笹　沼　靖　憲　　新興工業㈱　代表取締役社長
松　井　　徹　　　住友理工㈱　代表取締役会長
千　種　　亨　　　㈱ニッコー　代表取締役社長

〇 山　田　泰一郎　　マルヤス工業㈱　代表取締役社長
武　藤　正　弘　　武蔵オイルシール工業㈱　代表取締役社長
三　浦　　悟　　　三浦公認会計士事務所　代表

JAPIA通常総会レポート

１．�「グリーン」（CNの推進）
２．「デジタル」（DXの推進）
３．「レジリエンス」の強化
４．自動車工業 5団体連携活動
　　（総務委員会）
５．経営基盤強化への対応（総務委員会）
６．取引適正化の推進（総務委員会）
７．働き方改革等に対する取組み
　　（総務委員会）　
８．海外事業の展開・安定化への支援
　　（国際委員会）
９．知的財産権保護活動（国際委員会）
10．将来モビリティへの対応
　　（総合技術委員会）
11．環境問題への対応（総合技術委員会）
12．基準・認証制度への対応
　　（総合技術委員会）
13．�中小企業への支援
　　（中小企業施策委員会）
14．�二輪車事業の充実、業界活動への参加
（二輪車部品委員会）

15．補修部品用品事業の連携・充実
　　（補修部品用品委員会）
16．支部事業
　　（東日本支部、中日本支部、西日本支部）
17．業務変革への取り組み

■令和 4 年度重点施策令和 4年５月 26日
◎印は新任
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三輪精機株式会社
川越第二工場１課  課長代理

　1982（昭和57）年より毎年、当工業会の中小企業会員の優良従業員に対する
表彰式が行われています。令和４年度の表彰者が次の各氏に決定し、各支部そ
れぞれの支部年次会において表彰されました。受賞者は勤続15年以上、年齢は
35歳以上の方々です。

※推薦理由は各社からご提出いただきました推薦書に基づき掲載しています。

細
谷
　
剛
志

　

加
工
職
場
を
中
心
に
管
理
し
て

お
り
、製
品
の
手
作
業
改
善
や
ネ
ッ

ク
工
程
の
改
善
、
生
産
ラ
イ
ン
の

レ
イ
ア
ウ
ト
見
直
し
な
ど
積
極
的

に
改
善
活
動
を
行
い
、
生
産
性
向

上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
ま

た
、
部
下
指
導
に
も
長
年
の
経
験

と
豊
富
な
知
識
を
生
か
し
、
大
き

な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

ほ
そ
や
　
つ
よ
し

東
日
本
支
部

北
原
　
幸
枝

　

長
年
、
栃
木
工
場
の
業
務
に
携

わ
っ
て
お
り
、
特
に
生
産
現
場
と

営
業
（
出
荷
担
当
）
の
両
方
を
知
っ

て
い
る
こ
と
は
強
み
に
な
っ
て
い

る
。
こ
こ
数
年
は
製
造
部
門
の
一

つ
の
行
程
リ
ー
ダ
ー
を
担
当
し
、

生
産
の
対
応
だ
け
で
な
く
教
育
担

当
者
と
し
て
も
後
輩
社
員
を
し
っ

か
り
育
て
て
い
る
。
現
在
は
複
数

の
工
程
を
管
理
し
、
さ
ら
に
能
力

を
発
揮
し
て
い
る
。

き
た
は
ら
　
さ
ち
え

エス・オー・シー株式会社
栃木工場  製造部門

東
日
本
支
部

中
野
　
康
彦

　

入
社
以
来
、
約
20
年
に
わ
た
り

製
造
現
場
の
第
１
線
で
活
躍
し
続

け
て
い
る
。
当
社
の
接
合
工
程
の

大
部
分
が
〝
ロ
ウ
付
け
〟
で
あ
る

中
、
少
数
だ
が
重
要
な
接
合
工
程

で
あ
る
〝
手
作
業
に
よ
る
電
気
溶

接
（
ア
ー
ク
溶
接
）〟
の
技
術
と
職

場
を
１
人
で
守
っ
て
き
た
。
そ
の

技
量
は
高
く
、
昨
今
は
後
進
育
成

に
も
力
を
注
ぐ
当
社
に
欠
か
せ
ぬ

存
在
で
あ
る
。

な
か
の
　
や
す
ひ
こ

江崎工業株式会社
栃木工場  製造部  製造２課

東
日
本
支
部

令和 4年度

中小企業会員会社
優良従業員表彰

高
橋
　
健
一
郎

　

入
社
以
来
34
年
以
上
金
属
材
料
、

熱
処
理
の
研
究
関
係
に
従
事
し
て

お
り
、
生
産
技
術
の
材
料
開
発
、

熱
処
理
研
究
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

新
材
料
の
開
発
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

表
面
処
理
お
よ
び
熱
処
理
を
開
発

し
、
大
手
部
品
メ
ー
カ
ー
か
ら
も

受
注
を
獲
得
で
き
た
。
ま
た
、
現

場
教
育
に
力
を
入
れ
、
後
輩
の
育

成
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

た
か
は
し
　
け
ん
い
ち
ろ
う

三和ニードルベアリング株式会社
技術部  製品開発課  技師

東
日
本
支
部
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清
水
　
崇
郎

　

入
社
以
来
26
年
間
に
わ
た
り
電

気
工
学
の
知
識
を
発
揮
し
、
生
産

設
備
製
作
、
加
工
機
プ
ロ
グ
ラ
ム

作
成
、
Ｐ
Ｃ
設
定
業
務
な
ど
に
従

事
す
る
と
と
も
に
、
加
工
デ
ー
タ

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
尽
力
。
多

品
種
生
産
へ
の
対
応
を
図
り
、
生

産
性
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

ま
た
、
工
場
の
騒
音
・
振
動
防
止

な
ど
の
環
境
対
策
に
も
積
極
的
に

取
り
組
み
、
社
業
発
展
に
寄
与
し

た
。

し
み
ず
　
た
か
お

東洋エレメント工業株式会社
開発技術部開発技術課員

東
日
本
支
部

石
塚
　
広
明

　

入
社
以
来
、
営
業
や
品
質
保
証

業
務
に
従
事
し
、
長
年
会
社
に
貢

献
す
る
と
と
も
に
、
近
年
で
は
営

業
事
務
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
見
え

る
化
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
、

真し
ん

摯し

に
コ
ツ
コ
ツ
と
成
果
を
積
み

上
げ
て
い
る
。
こ
の
成
果
は
、
テ

レ
ワ
ー
ク
態
勢
構
築
や
業
務
Ｉ
Ｔ

化
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
。

い
し
つ
か
　
ひ
ろ
あ
き

中川特殊鋼株式会社
鉄鋼事業部  テクニカルサービス部  シニアスタッフ

東
日
本
支
部

半
村
　
正
明

　

入
社
以
来
30
年
が
経
過
。
製
造

ラ
イ
ン
の
加
工
業
務
を
経
験
し
、

モ
ノ
づ
く
り
の
実
績
を
生
か
し
、

現
在
は
ウ
ラ
ワ
産
業
第
２
事
業
部

で
営
業
業
務
を
担
当
し
て
い
る
。

顧
客
の
希
望
を
確
認
し
な
が
ら
迅

速
に
対
応
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
践

し
、
品
質
保
証
の
付
い
た
リ
ビ
ル

ド
商
品
の
販
売
に
貢
献
し
て
い
る
。

は
ん
む
ら
　
ま
さ
あ
き

株式会社松井製作所
ウラワ産業第２事業部  主事補

東
日
本
支
部

山
本
　
義
則

　

31
年
以
上
勤
務
し
、技
術
グ
ル
ー

プ
で
現
場
の
改
善
業
務
を
担
当
し
、

優
れ
た
識
見
と
熱
意
を
も
っ
て
、

業
務
向
上
に
寄
与
し
て
き
た
。
ま

た
、
班
長
と
し
て
後
進
の
指
導
育

成
に
も
貢
献
す
る
な
ど
、
他
の
模

範
に
も
な
っ
て
い
る
。

や
ま
も
と
　
よ
し
の
り

宮本警報器株式会社
技術グループ 工機係  班長

東
日
本
支
部

杉
山
　
充
宜

　

業
務
に
忠
実
で
他
者
の
模
範
と

な
る
も
の
で
あ
り
、
作
業
能
率
の

改
善
、
増
進
を
図
り
、
生
産
増
強

に
寄
与
し
て
い
る
。
ま
た
、
工
場

設
備
の
改
善
に
努
め
、
工
場
の
安

全
を
強
化
し
て
い
る
。
仕
入
れ
業

務
に
も
携
わ
り
、
業
務
の
改
善
、

効
率
化
を
進
め
、
適
正
な
在
庫
維

持
に
も
貢
献
し
て
い
る
。
環
境
対

策
に
お
い
て
も
積
極
的
に
推
進
し
、

万
全
の
体
制
を
整
え
て
い
る
。

す
ぎ
や
ま
　
み
つ
ぎ

制研化学工業株式会社
油脂静岡工場  製造部  製品管理課 課長

東
日
本
支
部

森
　
珠
実

　

弊
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
全
般
に
精
通

し
て
お
り
、
社
員
全
員
が
絶
大
な

信
頼
を
寄
せ
て
い
る
。
現
在
は
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
、在
庫
管
理
、Ｉ
Ｔ
、

経
理
と
幅
広
い
職
務
を
担
当
し
、

ど
の
分
野
に
お
い
て
も
能
力
の
高

さ
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
て
い
る
。

仕
事
の
正
確
さ
、
勤
勉
で
真
面
目

な
姿
勢
は
、
ほ
か
の
社
員
の
見
本

と
な
り
、
会
社
全
体
の
労
働
意
欲

を
引
き
出
す
原
動
力
と
な
っ
て
い

る
。

も
り
　
た
ま
み

ドラィブジャパン株式会社
カスタマーサービスマネージャー

東
日
本
支
部
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太
田
　
和
明

　

入
社
以
来
27
年
間
、
レ
ー
ス
旋

削
加
工
に
関
わ
り
、
Ｏ
／
Ｄ
ピ
ン
・

レ
ー
ス
旋
削
班
の
中
心
的
な
旋
削

工
で
あ
る
。
長
年
努
力
を
続
け
、

ほ
か
の
社
員
の
模
範
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
も
光
精
工
に
欠
か

せ
な
い
人
材
で
あ
る
。

お
お
た
　
か
ず
あ
き

光精工株式会社
員弁工場  員弁１課  O/D ピン・レース旋班

中
日
本
支
部

武
山
　
秀
一

　

入
社
後
、
品
質
管
理
、
製
造
を

経
験
し
、
現
在
は
生
産
技
術
セ
ク

シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
新
し
い

発
想
力
と
分
か
り
や
す
い
言
葉

で
生
産
工
程
の
効
率
化
を
進
め
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
優
れ
た
能
力
を

有
し
て
い
る
。
さ
ら
に
海
外
進
出

時
に
は
、
各
セ
ク
シ
ョ
ン
で
経
験

し
た
知
識
と
技
術
を
生
か
し
、
現

地
工
場
長
と
し
て
安
定
生
産
に
至

る
人
づ
く
り
と
工
場
づ
く
り
を
成

功
さ
せ
た
。
入
社
よ
り
33
年
の
功

績
は
顕
著
で
、
全
従
業
員
が
認
め

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

た
け
や
ま
　
ひ
で
か
ず

福寿工業株式会社
トランスミッショングループ  生産技術セクションリーダー

中
日
本
支
部

近
藤
　
智
保

　

入
社
後
、
品
質
保
証
部
に
配
属

さ
れ
、
現
在
ま
で
品
質
保
証
一
筋

で
業
務
に
当
た
っ
て
い
る
。
品
質

保
証
に
加
え
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
も
高
く
、

現
場
の
検
査
業
務
の
Ｉ
Ｔ
化
を
推

進
し
、
不
具
合
品
の
流
出
防
止
に

も
寄
与
し
た
。
今
後
も
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
と
し
て
メ
イ
ド
ー
の
品
質

保
証
体
制
の
構
築
に
寄
与
す
る
こ

と
を
期
待
す
る
。

こ
ん
ど
う
　
の
り
や
す

株式会社メイドー
品質保証部  次長

中
日
本
支
部

平
尾
　
真
司

　

業
務
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
構

成
さ
れ
た
改
善
チ
ー
ム
の
活
動
で

物
流
や
棚
卸
し
改
善
に
取
り
組
み
、

全
社
で
毎
月
精
度
の
高
い
棚
卸
し

が
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
た
。

そ
の
後
、
生
産
管
理
の
監
督
者
と

し
て
、
部
品
納
入
遅
延
対
策
を
組

織
的
に
推
進
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
生

産
を
可
能
に
し
た
。
こ
れ
ら
の
活

動
で
会
社
の
利
益
確
保
に
寄
与
し

て
い
る
。 ひ

ら
お
　
し
ん
じ

やまと興業株式会社
パイプ部  パイプ管理課 兼 BX 課  課長

中
日
本
支
部

青
山
　
由
美
子

　

入
社
以
来
、
工
場
で
の
生
産
業

務
に
従
事
。仕
事
で
は
主
に
リ
リ
ー

フ
と
し
て
作
業
し
て
お
り
、
多
品

目
の
職
能
を
保
有
し
て
い
る
。
ベ

テ
ラ
ン
社
員
と
し
て
後
輩
へ
の
指

導
や
新
人
に
対
し
て
率
先
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
な
ど
、

人
望
も
と
て
も
厚
い
。

あ
お
や
ま
　
ゆ
み
こ

三井屋工業株式会社
本社製造部  本社製造２G  作業長

中
日
本
支
部

仲
村
　
佳
之

　

入
社
以
来
27
年
間
、
発
送
業
務

や
員
弁
レ
ー
ス
研
（
製
品
内
径
研

磨
加
工
）
班
に
従
事
し
て
き
た
、

将
来
の
幹
部
候
補
で
あ
る
。
何
事

に
も
前
向
き
に
取
り
組
み
、
当
初

行
っ
て
き
た
発
送
業
務
か
ら
光
精

工
の
要
で
あ
る
研
磨
加
工
に
転
身

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
光
精
工
に
欠

か
せ
な
い
人
材
で
あ
る
。

な
か
む
ら
　
よ
し
ゆ
き

光精工株式会社
員弁工場  員弁２課  レース研班

中
日
本
支
部

小
島
　
毅
明

　

生
産
技
術
部
で
の
生
産
設
備
設

計
、
製
作
、
ベ
ト
ナ
ム
工
場
の
立

ち
上
げ
に
尽
力
し
、
初
期
の
海
外

工
場
運
営
を
円
滑
に
行
っ
た
。
こ

れ
ま
で
の
設
備
設
計
経
験
を
生
か

し
、現
在
は
製
造
部
の
安
全
、品
質
、

原
価
、
生
産
納
期
、
人
材
育
成
に

尽
力
。
製
造
現
場
の
改
善
を
行
い
、

生
産
性
向
上
の
成
果
を
上
げ
て
い

る
。
海
外
赴
任
経
験
を
生
か
し
、

外
国
人
労
働
者
を
含
め
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
発
揮
し
た
指

導
や
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、メ
ン
バ
ー

か
ら
信
頼
を
得
て
い
る
。

こ
じ
ま
　
た
か
あ
き

大橋鉄工株式会社
製造部  第２製造課  課長

中
日
本
支
部

三
品
　
研
二

　

保
全
部
門
で
機
械
修
理
・
改
善

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
。
仕
事
の
完
成
度
は
高
く
、

上
司
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
。
口
下

手
で
黙
々
と
仕
事
を
こ
な
す
姿
は

ま
さ
に
職
人
で
あ
る
。
仕
事
に
対

し
て
取
り
組
む
姿
勢
は
、
他
者
の

模
範
に
な
る
。

み
し
な
　
け
ん
じ

株式会社東海理機
生産技術１部設備保全課保全技術１係  担当

中
日
本
支
部



15 ISSUE 3 2022

中
本
　
圭
樹

　

ラ
イ
ン
の
生
産
状
況
と
生
産
性

向
上
の
た
め
の
重
要
指
標
を
即
時

に
把
握
で
き
る
仕
組
み
を
、
持
ち

前
の
Ｉ
Ｔ
技
術
で
内
製
構
築
。
大

幅
な
生
産
性
改
善
を
可
能
と
す
る

イ
ン
フ
ラ
を
作
り
上
げ
た
。
同
時

に
運
用
の
た
め
の
ユ
ー
ザ
ー
教
育

も
自
ら
実
施
し
、
定
着
さ
せ
た
。

な
か
も
と
　
け
い
じ
ゅ

株式会社ワイテック
デジタル革新部

西
日
本
支
部

井
上
　
紀
之

　

営
業
部
門
の
管
理
職
と
し
て
主

要
な
お
客
さ
ま
と
の
窓
口
業
務
に

も
取
り
組
み
な
が
ら
、
実
践
型
の

指
導
を
進
め
る
姿
勢
は
部
下
の
成

長
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
社
内
関

係
部
門
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
。
営

業
職
と
し
て
引
合
情
報
の
獲
得
か

ら
見
積
も
り
対
応
、
受
注
決
定
に

つ
な
げ
る
ま
で
の
高
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
誠
実
な
対
応

は
、
お
客
さ
ま
か
ら
の
信
頼
が
高

く
、
他
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
。

い
の
う
え
　
の
り
ゆ
き

新興工業株式会社
営業部  次長

西
日
本
支
部

武
政
　
義
一

　

入
社
以
来
、
27
年
余
り
生
産
業

務
に
携
わ
り
、
作
業
内
容
や
モ
ノ

づ
く
り
の
方
法
が
大
き
く
変
化
し

て
い
く
中
、
業
務
に
真し

ん

摯し

に
取
り

組
ん
で
き
た
。
今
で
は
十
数
人
の

班
員
の
班
長
と
し
て
先
頭
に
立
ち
、

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
班

員
を
け
ん
引
し
て
い
る
。
ま
た
、

管
理
も
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
ん

で
お
り
、
良
い
製
品
を
お
客
さ
ま

に
送
り
出
し
て
い
る
。

た
け
ま
さ
　
よ
し
か
ず

三乗工業株式会社
生産部  製造課  組立班  班長

西
日
本
支
部

小
川
　
栄
太
郎

　

入
社
以
来
、
営
業
部
に
お
い
て

販
売
部
隊
の
先
頭
に
立
っ
て
活
躍

し
、
会
社
組
織
の
要
と
し
て
尽
力

し
て
き
た
。
近
年
は
海
外
事
業
業

務
や
管
理
業
務
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

へ
の
取
り
組
み
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

当
社
へ
の
功
績
も
大
き
い
。

お
が
わ
　
え
い
た
ろ
う

日本フレックス工業株式会社
営業部  販売一課  課長

西
日
本
支
部

宗
信
　
英
俊

　

会
社
の
主
力
加
工
技
術
で
あ
る

冷
間
鍛
造
加
工
職
場
に
従
事
し
、

生
産
性
の
改
善
と
品
質
の
向
上
に

力
を
発
揮
。
現
在
は
生
産
技
術
で

活
躍
し
て
い
る
。
特
に
金
型
の
寿

命
改
善
と
材
料
歩
留
ま
り
の
改
善

は
当
社
に
と
っ
て
大
き
な
功
績
と

な
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
蓄
積
し
た

知
識
・
技
術
を
後
継
者
に
伝
承
し
、

人
材
育
成
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

む
ね
の
ぶ
　
ひ
で
と
し

シグマ株式会社
営業技術部  生産技術課  主査

西
日
本
支
部

宮
崎
　
裕
貴

　

塗
装
吊
り
掛
け
の
ワ
ー
ク
自
動

搬
送
シ
ス
テ
ム
開
発
に
お
い
て
、

保
有
す
る
機
械
装
置
技
術
と
情
報

通
信
技
術
を
融
合
さ
せ
、
チ
ー
ム

を
リ
ー
ド
し
、
非
常
に
大
き
な
省

人
化
と
重
筋
作
業
の
削
減
を
実
現

し
た
。
加
え
て
、
海
外
工
場
の
支

援
リ
ー
ダ
ー
も
務
め
、
絶
大
な
成

果
を
上
げ
た
。

み
や
ざ
き
　
ひ
ろ
た
か

株式会社ワイテック
車体生技部  主任

西
日
本
支
部

齋
藤
　
淳

　

入
社
以
来
、
創
業
社
業
で
あ
る

ね
じ
切
り
工
程
の
中
核
を
担
い
、

卓
越
し
た
技
能
と
抜
群
の
行
動
力

で
多
種
多
様
な
製
品
の
生
産
に
従

事
。
生
産
性
お
よ
び
品
質
向
上
に

向
け
る
真し

ん

摯し

な
態
度
は
、
他
者
の

模
範
で
あ
る
と
同
時
に
当
社
の
社

業
発
展
に
大
き
な
功
績
が
認
め
ら

れ
る
。
２
０
２
０
年
に
は
加
工
課

長
に
昇
進
し
、
次
代
を
担
う
リ
ー

ダ
ー
の
１
人
と
し
て
、
益
々
の
活

躍
を
期
待
で
き
る
人
材
で
あ
る
。

さ
い
と
う
　
じ
ゅ
ん

一志株式会社
製造部  加工課  課長

西
日
本
支
部
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―
車
両
電
動
化
が
進
ん
で
い
ま
す

　

Ｅ
Ｖ
を
中
心
に
動
く
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。
い
か
に
ユ
ー
ザ
ー
に
買
っ
て
も
ら

え
る
製
品
に
す
る
か
、
あ
る
い
は
買
え
る

地
域
を
増
や
す
か
な
ど
課
題
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
が
、
Ｅ
Ｖ
の
技
術
は
ほ
か
の
電

動
車
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
車
、
燃
料
電
池
車
）
な
ど
に

も
使
え
る
車
両
電
動
化
の
重
要
な
コ
ア
技

術
で
す
。

―
レ
ア
メ
タ
ル
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す

　

本
当
に
大
き
な
問
題
で
す
。
Ｅ
Ｖ
を
中

心
に
車
両
電
動
化
が
進
ん
で
い

ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
の

バ
ッ
テ
リ
ー
を
安
く

か
つ
、
本
当
に
作

れ
る
の
か
と
い
う

課
題
が
あ
る
の
も

事
実
で
す
。
コ
バ

ル
ト
や
リ
チ
ウ
ム
、

JAPIAで技術担当顧問を務める古野志健男さんは、トヨタ自動車の技術者として長年エンジン開発などに従
事。近年、その豊富な経験を生かし、車両電動化やカーボンニュートラルの実現に寄与する技術研究に注力
している。古野さんは「電気自動車（EV）だけでなく、カーボンニュートラル燃料と内燃機関の組み合わせ
も大事。電動化に特化した内燃機関エンジン（DHE：Dedicated Hybrid Engine）も重要で、どれか一
つでは課題を解決できない」と強調している。

車両の電動化やカーボンニュートラル実現車両の電動化やカーボンニュートラル実現
に向けて、さまざまな技術を研究・発信に向けて、さまざまな技術を研究・発信

Ｅ
Ｖ
の
普
及
は
進
む
が
原
材
料
や
Ｌ
Ｃ
Ａ
な
ど
課
題
も
多
い

ニ
ッ
ケ
ル
な
ど
の
原
材
料
は
価
格
も
上
昇

し
て
お
り
、
こ
の
１
年
で
リ
チ
ウ
ム
は
５

倍
、
コ
バ
ル
ト
は
1.5
倍
、
ニ
ッ
ケ
ル
は
1.7

～
1.8
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

を見据えてを見据えて
Ask about the next generationAsk about the next generation次代次代 古野 志健男

技術担当顧問

日本自動車部品工業会

古野 志健男（ふるの しげお）
技術担当顧問。1982年３月国
立豊橋技術科学大学大学院電
気電子工学専攻修士課程を修
了し、同年４月トヨタ自動車工
業（現トヨタ自動車）入社。エン
ジン先行開発部門にて30年間
従事。2008年４月自動車技術
会フェロー、12年６月日本自動
車部品総合研究所（現SOKEN）
へ転籍、13年代表取締役専務、
15年４月 日 本 機 械 学 会 フ ェ
ロー、18年４月JAPIA技術担当
顧問。20年６月SOKENエグゼ
クティブフェロー兼デンソー技
監。滋賀県出身。1957年５月生
まれ、65歳
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バ
ッ
テ
リ
ー
生
産
量
と
い
う
意
味
で
は
現

在
の
20
倍
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
全
部
作

る
た
め
の
レ
ア
メ
タ
ル
は
ど
こ
か
ら
調
達

す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
コ
バ
ル

ト
は
20
年
の
世
界
生
産
は
約
14
万
ト
ン
で

し
た
。
こ
の
う
ち
バ
ッ
テ
リ
ー
に
使
わ
れ

た
量
は
5.3
万
ト
ン
で
す
。
今
後
も

コ
バ
ル
ト
を
使
っ
て
い
く
と
す
る

と
、
30
年
で
は
90
万
ト
ン
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
コ
バ
ル
ト
の
使
用

量
を
減
ら
す
手
法
も
開
発
さ
れ
て

い
ま
す
し
、
生
産
量
は
増
え
て
い

く
で
し
ょ
う
が
、
全
く
足
り
ま
せ

ん
。
リ
チ
ウ
ム
や
ニ
ッ
ケ
ル
に
つ

い
て
も
同
じ
よ
う
な
状
況
に
あ
り

ま
す
。

―
Ｅ
Ｖ
の
普
及
に
は
電
源
構
成
や

Ｌ
Ｃ
Ａ
の
観
点
か
ら
の
議
論
も
必

要
で
す

　

最
終
的
に
は
Ｌ
Ｃ
Ａ
（
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
で

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今

の
日
本
や
世
界
の
電
力
ミ
ッ
ク
ス

―
自
動
車
メ
ー
カ
ー
や
電
池
メ
ー
カ
ー
が

公
表
し
て
い
る
バ
ッ
テ
リ
ー
の
生
産
計
画

を
積
み
上
げ
る
だ
け
で
も
相
当
な
量
が
必

要
に
な
り
ま
す

　

２
０
３
０
年
に
は
生
産
さ
れ
る
二
次
電

池
が
５
千
～
６
千
Ｇ
Ｗ
ｈ
に
膨
れ
上
が
り
、

の
状
況
を
鑑
み
る
と
、
バ
ッ
テ
リ
ー
は
多

く
の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
を
製
造
時

に
排
出
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
意
味
で
Ｅ

Ｖ
だ
け
で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実

現
は
厳
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

Ｅ
Ｖ
専
業
化
を
公
表
し
て
い
る
ボ
ル
ボ

が
、
Ｅ
Ｖ
と
既
存
の
内
燃
機
関
エ
ン
ジ
ン

と
比
較
し
て
生
涯
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
計
算

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
Ｅ
Ｖ
の

イ
ニ
シ
ャ
ル
Ｃ
Ｏ
２
は
多
く
て
、
ガ
ソ
リ
ン

エ
ン
ジ
ン
は
少
な
い
。
現
在
の
世
界
平
均

の
電
力
ミ
ッ
ク
ス
で
計
算
す
る
と
、
ガ
ソ

リ
ン
車
は
11
万
㌔
㍍
走
っ
て
よ
う
や
く
Ｅ

Ｖ
と
同
じ
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
に
な
り
ま
す
。

―
車
両
電
動
化
で
内
燃
機
関
は
な
く
な
っ

て
い
く
の
で
し
ょ
う
か

　

内
燃
機
関
も
電
動
化
に
必
要
な
技
術
の

一
つ
に
な
り
ま
す
。
欧
州
自
動
車
メ
ー

カ
ー
も
Ｅ
Ｖ
シ
フ
ト
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

一
方
で
、
よ
り
高
効
率
な
内
燃
機
関
も
研

究
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
電
動
パ
ワ
ー
ト

内
燃
機
関
も
当
面
は

重
要
技
術
の
一
つ
に
な
る

生産計画に対して材料の供給が追いつかないのが実情

電池生産計画の爆発とレアメタルの供給不足

3300年年のの世世界界生生産産計計画画がが実実施施さされれるるとと、、レレアアメメタタルルがが破破綻綻？？

0 2000 4000 6000

1

222002211年年

22003300年年

229977 1166..55～～2200倍倍

約約55000000～～66000000

世世界界のの二二次次電電池池生生産産量量（（GGWWｈｈ））

0 20 40 60 80 100

1

222002211年年

22003300年年

世世界界でで自自動動車車用用二二次次電電池池にに使使わわれれるるCCoo量量（（万万トトンン））

55..33

約約9900

＊＊22002200年年のの
CCoo生生産産量量
約約1144万万トトンン

＊＊CCoo埋埋蔵蔵量量
約約770000万万トトンン

＊＊CCoo：：2255年年～～
供供給給不不足足へへ

＊＊LLii：：2233年年～～
供供給給不不足足へへ

＊＊55GG用用ススママホホ
CCoo2233gg//台台使使用用

※Coはコバルト、
　Liはリチウム

電池生産の急増とレアメタルの供給不足
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で
も
し
っ
か
り
と
点
火
さ
せ
る
た
め
に
プ

レ
チ
ャ
ン
バ
ー
で
火
を
つ
け
て
、
火
炎

ジ
ェ
ッ
ト
を
メ
イ
ン
の
燃
焼
室
に
噴
出
し
、

安
定
し
て
燃
や
す
目
的
。
も
う
一
つ
は
早

く
燃
え
る
の
で
ノ
ッ
キ
ン
グ
に
も
強
い
。

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
は
ず
い
ぶ
ん
前
か

ら
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
、

研
究
さ
れ
て
い
る
プ
レ
チ
ャ
ン

バ
ー
は
主
に
リ
ー
ン
バ
ー
ン
に
す

る
の
が
狙
い
で
す
。
そ
の
ほ
か
に

Ｈ
Ｃ
Ｃ
Ｉ（
予
混
合
圧
縮
自
着
火
）

や
水
噴
射
も
リ
ー
ン
バ
ー
ン
を
実

現
す
る
た
め
の
技
術
と
言
え
ま
す
。

―
内
燃
機
関
を
生
か
す
に
は
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
燃
料
も
重
要

に
な
り
ま
す

　
ｅ
フ
ュ
ー
エ
ル
と
呼
ば
れ
る
合

成
燃
料
や
バ
イ
オ
燃
料
、
水
素
な

ど
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電

力
で
作
ら
れ
れ
ば
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
燃
料
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
も
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
必

要
な
技
術
で
す
。
最
大
の
理
由
は
、

質
量
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
の
高
さ
。
Ｅ
Ｖ
に

搭
載
す
る
バ
ッ
テ
リ
ー
の
質
量
エ
ネ
ル

ギ
ー
密
度
は
ガ
ソ
リ
ン
の
２
％
弱
。
ガ
ソ

リ
ン
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
１
万
２
７
０
０
Ｗ

ｈ
／
㎏
、
対
し
て
、
液
系
リ
チ
ウ
ム
電
池

は
２
２
０
～
２
４
０
Ｗ
ｈ
／
㎏
程
度
。
計

レ
イ
ン
に
特
化
に
し
た
「
デ
リ
ケ
ー
テ
ッ

ド
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
エ
ン
ジ
ン
（
Ｄ
Ｈ
Ｅ
）」

で
す
。
電
動
化
に
特
化
し
た
内
燃
機
関
で
、

最
も
効
率
の
良
い
状
態
で
特
定
の
使
い
方

し
か
し
な
い
の
で
、
熱
効
率
を
追
求
し
や

す
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

―
リ
ー
ン
バ
ー
ン
技
術
が
カ
ギ
に
な
っ
て

い
ま
す

　

リ
ー
ン
バ
ー
ン
（
希
薄
燃
焼
）
は
熱
効

率
が
良
い
の
で
Ｃ
Ｏ
２

を
減
ら
せ
ま
す
。

安
定
し
た
リ
ー
ン
バ
ー
ン
を
実
現
す
る
技

術
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち

の
一
つ
が
今
後
、
日
産
車
に
採
用
予
定
の

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｃ
（
Ｓ
ｔ
ｒ
ｏ
ｎ
ｇ　

Ｔ
ｕ
ｍ

ｂ
ｌ
ｅ　
ａ
ｎ
ｄ　

Ａ
ｐ
ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
ｒ
ｉ

ａ
ｔ
ｅ
ｌ
ｙ　

ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｔ
ｃ
ｈ
ｅ
ｄ　

Ｒ
ｏ
ｂ
ｕ
ｓ
ｔ　

Ｉ
ｇ
ｎ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ　

Ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｌ
）
と
呼
ぶ
燃
焼
コ
ン
セ

プ
ト
の
リ
ー
ン
バ
ー
ン
エ
ン
ジ
ン
で
す
。

　

ま
た
、
プ
レ
チ
ャ
ン
バ
ー
も
リ
ー
ン

バ
ー
ン
の
た
め
の
技
術
で
す
。
プ
レ
チ
ャ

ン
バ
ー
の
目
的
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ

目
は
、
一
般
に
リ
ー
ン
バ
ー
ン
に
す
る
と

燃
え
に
く
く
な
る
の
で
、
リ
ー
ン
な
状
態

カーボンニュートラル燃料

e-fuel ブルー水素
ブルーアンモニア

グリーン水素、
グリーンアンモニア

共電解

H2

FT法

化石燃料
＋CCUS

水蒸気改質
or 熱分解

電⼒

糖化

アルコール

H2

CO2回収・貯蔵
・利⽤（CCUS）

電⼒

再生可能エネルギー

乾燥

O2O2 CO2

燃焼

発酵大気へ

CO2は
大気へ

+水

CO

再エネ電⼒

水電解回収CO2
+水

FAME
バイオディーゼル

BTL

熱分解

FT法

ガス化
CO、
H2

FAME ︓ Fatty acid methyl Estr
HVO ︓ Hydrotreated Vegetable Oil

CCUS: Carbon dioxide Capture, Utilization and Storage

合成燃料
メタン

サバティエ
反応 メタネー

ション

FT法︓ Fischer‐Tropsch process

HVO

水素化
処理

BTL ︓ Biomass to liquid

光触媒
+
水

メチル
エステル化

＋H2

植物油

蒸留

バイオマス燃料
（大気のCO2固定）

でんぷん質系
セルロース系

糖質系

＋メタノール

自然エネルギー
（太陽光、太陽熱、水⼒、風⼒、地熱・・・）

HB法H2 H2

NH3

+N2

HB法︓ Haber‐Bosch process

逆水性
シフト

含む
藻類

再生可能エネルギー由来燃料の開発・生産も進む
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る
の
で
、
ト
ー
タ
ル
で
は
効
率
が
悪
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

―
こ
う
し
た
環
境
下
で
部
品
業
界
が
持
続

的
に
成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
何
が
必
要

で
し
ょ
う
か

　

そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
で
変
革
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
世
の
中
の
動
き
を
直
視

し
、
個
社
で
悩
ま
ず
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
な
ど
の

団
体
と
も
連
携
し
な
が
ら
「
変
え
て
い
く

ん
だ
」
と
い
う
強
い
意
識
を
持
っ
て
取
り

組
む
こ
と
が
何
よ
り
重
要
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

ワ
ー
ト
レ
イ
ン
も
絶
対
に
必
要
に
な
る
。

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
世
界
で
14
億
台
以

上
走
っ
て
い
る
既
販
車
の
Ｃ
Ｏ
２
を
低
減

で
き
る
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
Ｅ

Ｖ
が
必
要
な
い
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
都
市
内
の
移
動
な
ど
は
ほ
と
ん
ど

Ｅ
Ｖ
で
良
い
で
し
ょ
う
ね
。
適
材
適
所
の

使
い
分
け
が
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

―
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
燃
料
を
普
及

さ
せ
る
目
下
の
課
題
は

　

大
き
く
二
つ
、
コ
ス
ト
と
生
産
量
で
す
。

と
く
に
ｅ
フ
ュ
ー
エ
ル
に
つ
い
て
は
水
素

の
コ
ス
ト
が
高
す
ぎ
ま
す
。
水
素
価
格
を

今
の
10
分
の
１
に
し
な
い
と
ダ
メ
で
し
ょ

う
ね
。
水
素
が
高
い
の
で
合
成
燃
料
の
価

格
も
高
く
な
り
ま
す
。
ｅ
フ
ュ
ー
エ
ル
コ

ス
ト
に
は
Ｃ
Ｏ
２
を
大
気
や
火
力
発
電
所

の
排
気
な
ど
か
ら
分
離
回
収
す
る
コ
ス
ト

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
コ
ス
ト
や
少
な

い
Ｃ
Ｏ
２
回
収
量
は
、
生
産
量
に
も
関
係

し
て
き
ま
す
。
加
え
て
生
産
効
率
も
悪
い
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
力
を
使
っ
た

と
し
て
も
、
結
局
そ
の
追
加
の
電
力
で
液

体
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
燃
料
を
作

を見据えてを見据えて
Ask about the next generationAsk about the next generation次代次代

当面、内燃機関のさらなる高効率化が求められる

ユーグレナ社のバイオ燃料「サステオ」

算
す
る
と
1.9
％
に
し
か
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

大
容
量
バ
ッ
テ
リ
ー
を
積
ん
だ
Ｅ
Ｖ
で

も
山
の
中
に
行
く
の
は
怖
し
、
寒
い
と
こ

ろ
で
走
る
の
も
不
安
。
と
く
に
遠
出
す
る

際
に
は
、
液
系
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
燃
料
と
内
燃
機
関
を
組
み
合
わ
せ
た
パ

、



特 集

20ISSUE 3 2022

日産自動車は今年4月、自動で緊急回避を行う技術と試作車を公開

自動運転技術の高度化に向けた、自動車業界の取り組みが加速している。メー
カーでは日産自動車が今年4月、緊急回避性能を向上した次世代運転支援技
術を発表。2030年までにほぼすべての新型車への搭載を目指す。トヨタ自
動車は昨年4月、ハンズオフ運転が可能な高度運転支援技術を搭載した「レ
クサスLS」と「ミライ」を発売。同社は公道での自動運転実験を愛知県と続
けている。ホンダも2030年までに次世代のADAS（先進運転支援システム）
を、新興国で販売する四輪車全モデルに設定する。今後、自動運転技術は電
動化と共に急速に普及するとみられ、その実現には部品メーカーの知見が欠
かせない。必要な領域も多岐にわたり複雑だ。取り組みの具体例を取り上げ
ながら、最新技術と今後の市場成長が考えられる部品領域を展望する。

自
動
運
転
車
の
普
及
加
速
に
向
け
て

～
部
品
メ
ー
カ
ー
各
社
の
戦
略
と
現
状
～

　

現
在
の
自
動
運
転
技
術
は
、
カ
メ

ラ
と
Ｌ
ｉ
Ｄ
Ａ
Ｒ（
ラ
イ
ダ
ー
、レ
ー

ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
）
お
よ
び
ミ
リ
波

レ
ー
ダ
ー
な
ど
の
検
知
デ
バ
イ
ス
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
実
現
し
て
い

る
。
前
述
の
日
産
自
動
車
の
次
世
代

運
転
支
援
技
術「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ト
ゥ

ル
ー
ス
・
パ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
」
も
そ

の
一
つ
で
、
周
囲
の
空
間
と
物
体
形

状
を
正
確
に
捉
え
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
変
化
を
把
握
す
る
。

　

ラ
イ
ダ
ー
は
小
型
・
高
性
能
化
に

向
け
た
開
発
が
活
発
化
し
て
い
る
。

東
芝
は
最
長
計
測
距
離
を
３
０
０
㍍

に
伸
ば
す
と
同
時
に
、
手
の
ひ
ら
サ

イ
ズ
を
実
現
し
た
製
品
を
開
発
。

２
０
２
３
年
の
実
用
化
を
目
指
す
。

ス
テ
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
可
動
部
を
一

切
な
く
し
た
世
界
初
の
「
ソ
リ
ッ
ド

セ
ン
サ
ー
、カ
メ
ラ
類
の

開
発
競
争
は
日
進
月
歩
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ス
テ
ー
ト
Ｌ
ｉ
Ｄ
Ａ
Ｒ
」
を
開
発
し

た
。
霧
の
中
や
遠
方
な
ど
、
肉
眼
で

は
見
え
に
く
い
物
体
も
検
出
で
き
る

と
い
う
。
人
間
の
視
覚
の
よ
う
に
、

重
要
な
シ
ー
ン
を
選
択
的
に
抽
出
し

て
認
識
す
る
「
無
意
識
Ａ
Ｉ
（
人
工

知
能
）」
も
搭
載
し
た
。

　

そ
の
ラ
イ
ダ
ー
や
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ
（
先

進
運
転
支
援
シ
ス
テ
ム
）
の
作
動
に

は
高
度
な
技
術
が
求
め
ら
れ
る
。
セ

ナ
と
し
て
は
世
界
最
小

サ
イ
ズ
を
実
現
し
て
お

り
、
世
界
の
主
要
な
衛

星
測
位
シ
ス
テ
ム
に
対

応
す
る
。

　

セ
ン
サ
ー
や
カ
メ
ラ

が
得
た
情
報
を
瞬
時
に

処
理
す
る
上
で
、
安
定

し
た
高
速
伝
送
が
欠
か

せ
な
い
。
イ
リ
ソ
電
子

工
業
は
、Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ（
運

転
支
援
シ
ス
テ
ム
）
や

Ｅ
Ｃ
Ｕ
（
電
子
制
御
ユ

ニ
ッ
ト
）
向
け
コ
ネ
ク

タ
ー
を
開
発
。
25
Ｇ
ｂ

ｐ
ｓ
の
高
速
伝
送
と
、

実
装
時
に
発
生
す
る
ズ
レ
を
抑
制
す

る
機
能
を
備
え
る
。
同
社
は
今
年
３

月
、
秋
田
県
に
新
工
場
を
建
設
す
る

と
発
表
し
て
お
り
、
車
載
用
を
中
心

と
し
た
コ
ネ
ク
タ
ー
の
需
要
拡
大
に

対
応
す
る
。

　

先
行
す
る
欧
州
で
は
、
セ
ン
サ
ー

類
か
ら
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ま
で
、
必
要

な
技
術
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
て
提
供

す
る
動
き
に
発
展
し
て
い
る
。
ロ

イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
は
高
性
能
化
す
る

ラ
イ
ダ
ー
、
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ
に
対
応
す
べ

く
、
車
載
向
け
水
晶
発
振
器
を
新
た

に
開
発
。
画
像
の
揺
ら
ぎ
や
デ
ー
タ

転
送
の
ビ
ッ
ト
エ
ラ
ー
の
発
生
を
抑

え
る
製
品
で
、
既
存
品
か
ら
半
分
以

下
の
サ
イ
ズ
と
し
た
。

　

自
動
運
転
の
「
目
」
で
あ
る
車
載

カ
メ
ラ
や
ラ
イ
ダ
ー
が
取
得
し
た

デ
ー
タ
を
処
理
す
る
の
が
、「
脳
」

と
い
え
る
Ｓ
ｏ
Ｃ

（
シ
ス
テ
ム
・
オ
ン
・

チ
ッ
プ
）
だ
。
ル
ネ

サ
ス
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
は
、
レ
ベ
ル
３

（
限
定
地
域
で
の
条

件
付
き
自
動
運
転
）

を
想
定
し
た
Ｓ
ｏ
Ｃ

「
Ｒ
―
Ｃ
ａ
ｒ　

Ｖ

４
Ｈ
」
を
開
発
し
た
。

同
社
は
今
年
３
月
、

ホ
ン
ダ
と
の
協
業
拡

大
を
発
表
し
て
お
り
、

全
方
位
安
全
運
転
支

援
シ
ス
テ
ム
「
Ｈ
ｏ

ｎ
ｄ
ａ　

Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ

Ｉ
Ｎ
Ｇ　

３
６
０
」
に
メ
イ
ン
Ｓ
ｏ

Ｃ
を
供
給
す
る
。

　

ア
ン
テ
ナ
や
コ
ネ
ク
タ
ー
も
根
幹

技
術
だ
。
三
菱
電
機
は
自
動
運
転
向

け
の
「
高
精
度
衛
星
測
位
端
末
用
ア

ン
テ
ナ
」
を
開
発
。
４
周
波
数
帯
に

対
応
し
た
衛
星
測
位
端
末
用
ア
ン
テ

欧
州
で
は
必
要
技
術
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
提
供
も
進
む

東芝は手のひらサイズのライダーを開発。2023年度の実用化を目指す

三菱電機の衛星測位端末用アンテナの試作機。数年内の事業化を見込む
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を
制
御
す
る
技
術
へ
の
応
用
を
視
野

に
入
れ
る
。
横
浜
ゴ
ム
も
ア
ル
プ
ス

ア
ル
パ
イ
ン
と
共
同
で
、
タ
イ
ヤ
内

部
に
取
り
付
け
た
セ
ン
サ
ー
で
摩
耗

状
況
を
可
視
化
す
る
技
術
に
取
り
組

む
。

　

ト
ー
ヨ
ー
タ
イ
ヤ
は
空
気
が
不
要

で
パ
ン
ク
し
な
い
、
エ
ア
レ
ス
タ
イ

ヤ
の
開
発
を
進
め
る
。
現
時
点
で
は

乗
り
心
地
や
耐
久
性
に
課
題
が
あ
り
、

ま
た
、
道
路
運
送
車
両
法
で
公
道
走

行
が
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
私
有
地

を
走
る
ゴ
ル
フ
カ
ー
ト
や
小
型
電
気

自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
へ
の
活
用
を
視
野

に
入
れ
る
。
こ
れ
ま
で
培
っ
た
ノ
ウ

ハ
ウ
か
ら
、
自
動
運
転
車
両
に
対
し

て
も
よ
り
良
い
価
値
を
提
供
し
よ
う

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
の

研
究
開
発
が
進
む
。

　

自
動
運
転
レ
ベ
ル
４
以
上
で
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
は
環
境
変
化
に
注
意
を

凝
ら
し
続
け
る
必
要
は
な
く
な
り
、

運
転
操
作
か
ら
ほ
ぼ
解
放
さ
れ
る
。

ク
ル
マ
に
は
リ
ビ
ン
グ
や
オ
フ
ィ
ス

の
よ
う
な
役
割
が
求
め
ら
れ
る
可
能

性
が
あ
り
、
車
内
向
け
製
品
を
手
掛

け
る
各
社
も
新
た
な
取
り
組
み
を
始

め
て
い
る
。

　

日
立
ア
ス
テ
モ
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
で
自
動
運
転
車
の
乗
り
心
地
を
改

レ
ベ
ル
４
以
上
で
は

新
た
な
発
想
や
提
案
も

バ
ー
ト
・
ボ
ッ
シ
ュ
や
コ
ン
チ
ネ
ン

タ
ル
、
ヴ
ァ
レ
オ
な
ど
の
メ
ガ
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
が
レ
ベ
ル
４
を
視
野
に
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
供
給
す
る
体
制
を

整
え
る
。
国
内
で
は
デ
ン
ソ
ー
、
ア

イ
シ
ン
、
ア
ド
ヴ
ィ
ッ
ク
ス
、
ジ
ェ

イ
テ
ク
ト
の
４
社
が
「
Ｊ
―
Ｑ
ｕ
Ａ

Ｄ
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
」
を
設
立
。
自
動

運
転
向
け
に
、
セ
ン
サ
ー
と
ス
テ
ア

リ
ン
グ
、
ブ
レ
ー
キ
操
作
を
高
度
に

連
携
さ
せ
る
車
両
統
合
制
御
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
は
個
社
で
の
部
品
の
開
発
だ
け

で
な
く
、
検
知
か
ら
車
体
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
ま
で
連
動
さ
せ
て
開
発
す
る

こ
と
で
、
技
術
の
高
度
化
と
効
率
化

を
目
指
す
動
き
が
活
発
化
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　

自
動
運
転
が
普
及
す
る
こ
と
で
、

ク
ル
マ
の
使
わ
れ
方
は
大
き
く
変
わ

る
可
能
性
が
あ
り
、
新
た
な
市
場
が

生
ま
れ
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

そ
の
中
で
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
各
社

タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
の

取
り
組
み
と
新
技
術

住友ゴムはタイヤ内側の小型センサーで摩耗状態を推定する技術を開発

は
、
デ
ー
タ
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
。

住
友
ゴ
ム
工
業
は
タ
イ
ヤ
の
回
転
数

な
ど
の
デ
ー
タ
か
ら
、
荷
重
や
空
気

圧
、
路
面
状
態
、
摩
耗
な
ど
を
把
握

す
る
「
セ
ン
シ
ン
グ
コ
ア
」
技
術
の

開
発
を
進
め
る
。
将
来
的
に
は
運
転

支
援
シ
ス
テ
ム
と
連
動
さ
せ
、
車
両
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灯
火
類
は
、
視
界
確
保
や
後
続
車

へ
の
注
意
喚
起
だ
け
な
く
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
も
期

待
さ
れ
る
。
今
仙
電
機
製
作
所
は
、

リ
ア
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ン
プ
な

ど
の
導
光
技
術
の
応
用
を
進
め
る
。

同
社
の
技
術
は
東
海
理
化
の
フ
ェ
ン

ダ
ー
格
納
式
デ
ジ
タ
ル
ア
ウ
タ
ー
ミ

ラ
ー
に
採
用
さ
れ
て
お
り
、
文
字
な

ど
を
路
面
に
投
影
す
る
こ
と
が
可
能
。

歩
行
者
に
、
減
速
や
進
行
方
向
を
意

思
表
示
す
る
技
術
と
し
て
活
用
が
期

待
さ
れ
る
。

　

小
糸
製
作
所
も
ラ
イ
ダ
ー
な
ど
の

セ
ン
サ
ー
類
と
共
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ン
プ
の
開
発
に
も
力

を
入
れ
る
。
ラ
ン
プ
と
セ
ン
サ
ー
を

統
合
し
、
進
行
方
向
を
地
面
に
映
し

て
歩
行
者
ら
に
示
す
「
セ
ン
サ
・
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
・
モ
ジ
ュ
ー
ル
」
な
ど

の
研
究
開
発
に
取
り
組
む
。

　

自
治
体
の
協
力
の
下
、
バ
ス
な
ど

公
共
交
通
機
関
で
の
自
動
運
転
の
実

自
治
体
と
連
携
し
て

実
証
試
験
を
重
ね
る

２
０
２
２
」
で
も
、
新
し
い
車
内
空

間
の
活
用
法
に
関
す
る
展
示
が
あ
っ

た
。ニ
ッ
パ
ツ
は「
車
酔
い
低
減
シ
ー

ト
」
を
参
考
出
展
。
特
殊
な
ヘ
ッ
ド

レ
ス
ト
で
車
酔
い
の
原
因
と
な
る
頭

部
の
傾
き
を
抑
制
す
る
と
い
う
。
ま

た
、
自
動
運
転
車
向
け
と
し
て
、
運

転
席
に
オ
ッ
ト
マ
ン
や
ア
ー
ム
レ
ス

ト
に
エ
ア
コ
ン
な
ど
を
操
作
で
き
る

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
な
ど
を
装
備
し

た
。
浜
名
湖
電
装
は
、
自
動
運
転
を

想
定
し
た「
シ
ー
ト
振
動
体
感
デ
モ
」

を
出
展
し
た
。
搭
乗
者
が
目
を
そ
ら

し
て
い
る
間
に
歩
行
者
な
ど
を
検
知

し
た
場
合
、
振
動
で
注
意
喚
起
す
る

シ
ス
テ
ム
と
し
た
。

　

ソ
ニ
ー
は
２
０
２
０
年
に
「
ビ

ジ
ョ
ン
―
Ｓ
」
を
初
披
露
し
た
が
、

他
社
と
の
差
別
化
要
因
と
し
て
活
用

す
る
の
が
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

領
域
だ
。
ソ
ニ
ー
が
長
年
培
っ
て
き

た
オ
ー
デ
ィ
オ
・
ビ
ジ
ュ
ア
ル
技
術

を
フ
ル
活
用
で
き
る
得
意
分
野
で
あ

り
、
新
し
い
付
加
価
値
を
創
造
す
る

こ
と
で
、
Ｅ
Ｖ
市
場
で
存
在
感
を
打

ち
出
し
て
い
る
。

ニッパツの「車酔い低減シート」はレベル４を想定しオットマンを装備

善
す
る
技
術
開
発
に
挑
む
。
自
動
運

転
の
状
態
で
快
適
な
車
内
空
間
を
保

つ
た
め
の
軌
道
計
画
技
術
「
ダ
イ
ナ

ミ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
を
開
発
。

乗
員
が
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
な
い
速
度

と
ジ
ャ
ー
ク
（
加
速
度
の
変
化
）
を

最
小
化
す
る
走
行
ラ
イ
ン
を
取
る
こ

と
で
、
熟
練
ド
ラ
イ
バ
ー
の
よ
う
な

揺
れ
の
少
な
い
、
滑
ら
か
な
運
転
や

乗
り
心
地
を
提
供
す
る
。
目
標
軌
道

を
正
確
に
ト
レ
ー
ス
す
る
車
両
制
御

技
術
と
併
せ
て
研
究
を
続
け
て
い
る
。

　

今
年
５
月
、
横
浜
市
で
開
か
れ
た

「
人
と
く
る
ま
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
展
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証
実
験
が
各
地
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

特
に
地
方
で
は
、
高
齢
者
な
ど
交
通

弱
者
の
支
援
策
と
し
て
自
動
運
転
の

普
及
が
期
待
さ
れ
る
。
今
年
４
月
に

は
「
レ
ベ
ル
４
」（
特
定
条
件
下
で

の
完
全
自
動
運
転
）
車
両
の
公
道
走

行
を
許
可
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ

改
正
道
路
交
通
法
が
衆
議
院
本
会
議

で
可
決
、
成
立
し
て
お
り
、
取
り
組

み
の
追
い
風
に
な
り
そ
う
だ
。

　

大
阪
市
で
は
今
年
３
～
４
月
、
横

断
歩
道
や
信
号
が
設
置
さ
れ
た
公
道

に
近
い
環
境
で
、
自
動
運
転
バ
ス
や

電
動
車
い
す
、
物
流
配
送
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
７
種
計
21
台
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
が

同
時
に
走
る
実
験
が
実
施
さ
れ
た
。

大
阪
市
高
速
電
気
軌
道
（
大
阪
メ
ト

ロ
）
や
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ら
10
社
が
参

加
し
、
２
０
２
５
年
の
大
阪
・
関
西

万
博
に
向
け
、
今
秋
に
再
度
実
施
を

予
定
す
る
。

　

長
崎
県
対
馬
市
で
は
乗
り
合
い
バ

ス
へ
の
活
用
を
視
野
に
、
明
治
大
学

自
動
運
転
社
会
総
合
研
究
所
な
ど
が

実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
。
日
本
ペ

イ
ン
ト
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
ス
が
開
発
し
た
自
動
運
転

用
塗
料
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ラ
イ
ン
ペ
イ

ン
ト
」
を
約
1.6
㌔
㍍
の
道
路
上
に
塗

布
。
塗
料
を
認
識
し
た
車
両
が
指
示

に
基
づ
き
進
行
す
る
。
塗
料
は
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
と
同
化
す
る
た
め
、
制
限

速
度
と
い
っ
た
路
面
上
の
表
示
と
の

混
同
を
避
け
ら
れ
る
。
高
齢
化
に
よ

る
交
通
弱
者
対
策
と
観
光
促
進
を
目

的
に
実
用
化
を
目
指
す
。

　

こ
う
し
た
公
共
交
通
機
関
向
け
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
自
動
運
転
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
開
発

も
進
む
。
シ
ェ
フ
ラ
ー
は

米
イ
ン
テ
ル
傘
下
の
モ
ー

ビ
ル
ア
イ
と
の
協
業
関
係

を
強
化
。
自
動
運
転
シ
ス

テ
ム
「
モ
ー
ビ
ル
ア
イ
ド

ラ
イ
ブ
」
を
開
発
中
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
ロ
ー

リ
ン
グ
シ
ャ
シ
ー
」
に
搭

載
し
、
バ
ス
な
ど
自
動
運

転
シ
ャ
ト
ル
や
無
人
輸
送

へ
の
活
用
を
見
込
む
。
Ｍ

ａ
ａ
Ｓ
（
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
）
や
Ｔ

ａ
ａ
Ｓ
（
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ズ
・
ア
・

サ
ー
ビ
ス
）
向
け
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
量
産
に
向

け
た
開
発
を
継
続
す
る
計
画
だ
。

　

自
動
運
転
技
術
の
普
及
は
、
ユ
ー

ザ
ー
や
利
用
者
の
ク
ル
マ
へ
の
価
値

観
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
。
ま
た
、

セ
ン
サ
ー
領
域
や
車
両
制
御
と
い
っ

た
根
幹
技
術
は
も
ち
ろ
ん
、
利
用
者

の
快
適
性
を
支
え
る
内
装
品
、
歩
行

者
や
ほ
か
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
市
場
に
成
長
の
可
能
性

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
部
品
メ
ー

カ
ー
は
自
動
車
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
リ

ク
エ
ス
ト
に
応
え
る
だ
け
で
な
く
、

自
動
運
転
の
高
度
化
に
貢
献
す
る
独

自
技
術
や
、
誰
も
思
い
つ
か
な
か
っ

た
よ
う
な
発
想
の
提
案
な
ど
も
求
め

ら
れ
て
い
る
。

シェフラーが自動運転シャトル向けに開発した「ローリングシャシー」

大阪市で実施された自動運転車の実験では
大小７種のモビリティが同時に走行
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が
通
商
だ
け
で
な
く
、
安
全
保
障
も
含
む

厳
し
い
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
を
求
め
る
中
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
っ
て
、

こ
の
両
国
が
主
要
輸
出
国
で
あ
る
穀
物
や

鉱
物
資
源
の
供
給
が
途
絶
え
、
自
動
車
生

産
に
必
要
な
材
料
が
入
手
困
難
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
Ｅ
Ｖ
生
産

に
不
可
欠
な
バ
ッ
テ
リ
ー
材
料
も
あ
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
産
業
の
申
し
子
と
言
わ
れ
た

自
動
車
産
業
の
致
命
的
な
弱
点
を
改
め
て

露
呈
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
多
く
の
複
雑
な
問
題
に
対
し
自

動
車
産
業
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
一

部
再
構
築
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

米
国
の
自
動
車
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は

２
０
２
０
年
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
、
半
導
体
不
足
、
物
流
停
滞
な
ど
に
苦

し
み
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

初
期
に
減
少
し
た
新
車
在
庫
を
回
復
す
る

こ
と
が
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。
米
国
市

場
は
旺
盛
な
需
要
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
が
、
供
給
が
追
い
付
か
な
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
諸
問
題
も
今
年
に
な
っ
て
よ

う
や
く
落
ち
着
き
を
見
せ
る
か
と
期
待
さ

れ
た
矢
先
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

を
き
っ
か
け
に
ガ
ソ
リ
ン
価
格
が
急
騰
し
、

米
国
で
は
史
上
最
高
値
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
一
過
性
と
思
わ
れ
て
い
た
イ
ン
フ

レ
も
一
向
に
沈
静
化
の
兆
し
を
見
せ
ず
、

米
国
の
消
費
者
、
特
に
低
所
得
者
の
生
活

を
直
撃
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
山
積

す
る
課
題
に
取
り
組
む
バ
イ
デ
ン
政
権
も

議
会
共
和
党
の
協
力
を
ほ
と
ん
ど
得
ら
れ

ず
、
手
詰
ま
り
の
様
相
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
時
代
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
米
国
の
自
動
車
産
業
は
内
燃
機
関

自
動
車（
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）か
ら
電
気
自
動
車（
Ｅ

Ｖ
）
へ
の
移
行
を
声
高
に
う
た
い
続
け
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
米
国
の
対
中
国
政
策

ま
た
「
Ｉ
Ｃ
Ｅ
か
ら
Ｅ
Ｖ
へ
の
移
行
」
に

伴
い
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
単
に
生
産

地
を
移
動
す
る
だ
け
で
な
く
、
全
く
新
し

い
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
を
立
地
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う

で
す
。

　

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
前
述
の
経

済
安
全
保
障
・
地
政
学
リ
ス
ク
を
考
慮
し

た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
再
構
築
と
、
自

動
車
の
電
動
化
に
伴
う
新
し
い
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
創
出
と
い
う
二
つ
の
ゴ
ー
ル

は
、
必
ず
し
も
同
じ
場
所
に
は
な
い
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
多
く
の
新

し
い
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
参
戦
し
て
い
る
Ｅ
Ｖ

生
産
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
、
伝
統
的
な
自
動

車
産
業
が
地
政
学
的
リ
ス
ク
を
考
慮
し
な

が
ら
作
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
、
Ｅ

Ｖ
普
及
拡
大
に
つ
い
て
は
最
近
、
自
動
車

メ
デ
ィ
ア
を
含
め
と
て
も
肯
定
的
で
す
。

ま
た
、「
も
う
す
ぐ
米
国
に
Ｅ
Ｖ
が
普
及

す
る
」
と
既
成
事
実
の
よ
う
に
捉
え
る
報

道
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
も
疑
問
が

残
り
ま
す
。
米
国
で
売
れ
て
い
る
Ｅ
Ｖ
の

60
%
以
上
が
テ
ス
ラ
で
あ
る
と
い
う
こ
と

に
、
も
っ
と
注
目
す
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

各社が新型EVを発表し、EV時代到来を感じさせるニュースもあ
ふれているが…
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四半世紀以上にわたり
会員企業へ向けて環境活動を推進

報告：環境対応委員会

JAPIAの
活動

Web展示会第1回

今年４月に公表された第９次計画の改定版（抜粋）
https://www.japia.or.jp/work/kankyou/jisyukeikaku/

第
９
次
計
画
（
改
定
版
）
は
、
地

球
温
暖
化
対
策
と
し
て
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２
）
削
減
を
強
化
し
て
お
り
、

こ
の
背
景
に
は
、
パ
リ
協
定
を
軸
と

し
た
脱
炭
素
に
向
け
た
国
際
社
会
・

日
本
政
府
の
大
き
な
動
き
が
影
響
し

て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
に
米
国
で
開
催
さ
れ

た
気
候
変
動
サ
ミ
ッ
ト
で
、
日
本
政

府
は
２
０
３
０
年
に
温
暖
化
ガ
ス
排

出
量
削
減
目
標
を
２
０
１
３
年
度
比

46
％
減
と
大
幅
に
高
め
ま
し
た
。
国

連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
26
回
締
約

国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
）
で
も
同
46
％

減
を
掲
げ
、
さ
ら
に
50
％
減
達
成
も

視
野
に
入
れ
る
と
公
表
し
ま
し
た
。

政
府
の
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
で
も

２
０
３
５
年
ま
で
に
国
内
に
お
け
る

乗
用
車
の
新
車
販
売
を
す
べ
て
電
動

車
に
切
り
替
え
る
方
針
を
打
ち
出
し

た
ほ
か
、
昨
年
出
さ
れ
た
第
６
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
も
２
０
３
０

第
９
次（
改
定
版
）で
は
Ｃ
Ｏ
２

削
減
を
強
化
。政
府
目
標
に
準
じ
て
策
定

　JAPIAは「環境自主行動計画」を掲げて会員企業向けに環境活動を推進しています。経団連
が産業団体に向けて環境自主行動計画の策定を呼びかけたのを受けて、第1次計画を1996年
に策定し、環境対応委員会を中心に活動しています。以後計画の改定を重ね、2022年 4月に第
9次「環境自主行動計画」（改定版）を公表しました。

JAPIAホームページ内で会報誌の公開や
セミナーの案内を行っている

CO2削減活動アピールと教育について

会員企業では、
・環境目標達成状況をはじめ、具体的な取り組み事例を
ホームページや冊子等に掲載し、情報発信を積極的に推進
・環境月間、省エネ月間での家庭・従業員向けの啓発・教育

オンラインセミナーの開催

■そのほかの取り組み

JAPIA環境情報誌の発行（HPで公開）

JAPIA環境情報誌

https://www.japia.or.jp/work/kankyou/kankyou
jouhoushi/

JAPIAの
活動

環境自主行動
計画

第9回
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取
り
組
む
燃
費
向
上
や
環
境
に
配
慮

し
た
次
世
代
自
動
車
の
市
場
投
入
計

画
に
、
部
品
メ
ー
カ
ー
の
立
場
で
積

極
的
に
協
力
す
る
ほ
か
、
Ｌ
Ｃ
Ａ
評

価
手
法
の
業
界
標
準
化
、
部
品
の
軽

量
化
と
性
能
・
効
率
の
向
上
、
新
シ

ス
テ
ム
・
新
素
材
の
開
発
な
ど
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
会
員
各
社
や
他

産
業
界
か
ら
収
集
し
た
各
種
Ｃ
Ｏ
２

対
策
情
報
や
省
エ
ネ
技
術
の
共
有
化
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
導
入

を
推
進
し
ま
す
。

循
環
型
経
済
社
会
の
構
築
に
向
け

て
は
、
廃
車
時
の
リ
サ
イ
ク
ル
性
向

上
と
産
業
廃
棄
物
の
削
減
、
水
資
源

の
有
効
活
用
を
推
進
し
ま
す
。
製
品

の
開
発
設
計
段
階
で
の
リ
サ
イ
ク
ル

性
に
配
慮
し
、
製
品
の
分
解
性
や
材

料
識
別
、
再
利
用
な
ど
の
改
善
に
努

年
の
電
源
構
成
を
非
化
石
59
％
程
度

と
す
る
計
画
を
出
し
ま
し
た
。
こ
の

流
れ
を
受
け
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
と
し
て

も
政
府
目
標
に
準
じ
て
目
標
値
を
さ

ら
に
高
め
た
第
９
次
計
画（
改
定
版
）

を
策
定
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
①
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

の
２
０
３
０
年
度
目
標
を
原
単
位

（
出
荷
額
）
か
ら
総
排
出
量
に
切
り

替
え
る
（
電
力
換
算
係
数
は
変
動
係

数
と
す
る
）
②
産
業
廃
棄
物
の
最

終
処
分
量
、
及
び
再
資
源
化
率
の

２
０
２
５
年
度
目
標
を
設
定
し
、
新

た
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
に
関

す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
言
及
す
る

③
揮
発
性
有
機
化
合
物
（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）

排
出
量
の
低
減
活
動

は
、
数
値
目
標
を
設

定
し
な
い
が
増
加
抑

制
に
取
り
組
む
④
水

資
源
有
効
活
用
と
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
の
取
り
組
み
を

強
化
す
る
、
の
４
点

で
す
。

数
値
目
標
に
つ
い

て
は
、
２
０
３
０
年

度
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

に
つ
い
て
、
会
員
企

業
の
国
内
事
業
場
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源

排
出
量
を
対
象
に
、

２
０
１
３
年
度
比
で

46
％
以
上
の
削
減
を
目
指
し
ま
す
。

自
動
車
部
品
業
界
と
し
て
最
大
限
の

削
減
努
力
を
図
る
た
め
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
の
努
力
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
積
極
的
な
活
用
を
前
提
と
し

ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
５
年
度
の
産
業
廃

棄
物
の
最
終
処
分
量
を
3.6
万
ト
ン
以

下
の
維
持
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

こ
れ
は
２
０
０
０
年
度
比
で
75
％
削

減
に
相
当
す
る
水
準
で
す
。
再
資
源

化
率
（
有
価
発
生
物
含
む
）
85
％
以

上
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

目
標
達
成
に
向
け
た
主
な
取
り
組

み
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
、
循
環
型

経
済
社
会
の
構
築
、
環
境
負
荷
物
質

の
管
理
、
環
境
効
率
の
追
求
、
環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
海
外
事
業
展
開
に

あ
た
っ
て
の
環
境
配
慮
の
６
項
目
で

す
。地

球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
は
、

製
品
の
開
発
設
計
段
階
か
ら
生
産
段

階
に
至
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
に
取

り
組
み
ま
す
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が

会員企業の実施例を公開

環境対応委員会の
瀬下睦弘委員長

温暖化防⽌分科会で省エネ対策事例を会員企業に展開
省エネ対策事例集

≪優良事例の集約≫
・会員企業の実施事例を毎年収集 ＜＜ 9977件件 ＞＞
⇒温暖化防止分科会で水平展開可能・低コスト事例を選定

≪着実な展開≫
・JAPIAホームページに掲載（毎年更新）

2021年度　省エネ対策事例集リスト 2022年1月14日　時点
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No. テーマ名 ⼤分類 F-IOT(⾒える化等) 機器・設備 部⼯会事例  7区分 主要⼯程11区分 管理標準項⽬11区分 中⽇本区分 対策費⽤
（千円等）

対象台数
(台、⼀式等)

回収年数
(年） 会 社 名 概要

1 油圧ユニットの⾒える化によるエネルギーロスの未然防⽌ 01︓⽣産 01︓F-IOT活⽤(エネルギー⾒える化等) 22︓その他（上記以外） 01︓⽇常管理 - - 03︓地球温暖化防⽌（省エネ，ＣＯ2削減） 50千円/台 9台 1.4年 株式会社　アイシン ＜狙い＞油圧シリンダーの摩耗等による油圧ポンプのエネルギーロスを未然防⽌
＜対策概要＞油圧ユニットの更新に併せて、油圧ポンプの流量・圧⼒・モーター負荷 等を⾒える化

2 LNGバーナー理想空気⽐表⽰装置化による燃料と、⼯場エアーの低減 01︓⽣産 02︓その他 22︓その他（上記以外） 02︓設備運転管理 11︓その他(構内専⽤重機、上記以外) 10︓燃焼の合理化 07︓燃費向上（軽量化他） ５００千円 取鍋加熱ﾊﾞｰﾅｰ対象 １．３５年 アイシン⾼丘株式会社 　　・取鍋加熱バーナー燃焼調整の⾒える化
　　・理想空気⽐による燃料消費量の低減

3 成形第２⼯場　ﾁﾗｰ⽔×冷却塔⽤⽔ 配管の切替え可能化によるCO2削減 01︓⽣産 02︓その他 12︓空調熱源 （冷温⽔機、チラー) 02︓設備運転管理 06︓プラスチック成形機 22︓空調給湯設備 03︓地球温暖化防⽌（省エネ，ＣＯ2削減） 1,795千円 1式 1.4年 アイシン化⼯株式会社 ＜狙い＞⼯場全体チラーを期間限定で停⽌することにより、チラー⽤電⼒の低減及びCO2の低減を図る
＜概要＞配管系統をチラー⽔と冷却塔⽤⽔を切り替えられるにして全体チラーを停⽌する

4 ⽣産エネルギー量と⽣産数を紐づけたエネルギー解析ツールの構築 （エネルギーみえる化ボード）01︓⽣産 01︓F-IOT活⽤(エネルギー⾒える化等) 09︓⾦属加⼯機等 01︓⽇常管理 09︓⾦属加⼯⼯程(加⼯機、旋盤、研削機等) 61︓電動機応⽤加熱装置など 03︓地球温暖化防⽌（省エネ，ＣＯ2削減） - - - 株式会社　アイシン ライン別で⽣産数当たりのエネルギー量等をみえる化することで、
エネルギーを使⽤する各部署が⾃らムダを発⾒し改善する環境を整えた

5 断熱ジャケット取付による溶解保持炉の省エネ化 01︓⽣産 02︓その他 01︓炉 06︓熱源・燃料変更・熱回収 02︓材料加熱⼯程(加熱炉、焼戻炉、熱処理炉、焼⼊設備等) 51︓放射伝熱の熱損失防⽌ 03︓地球温暖化防⽌（省エネ，ＣＯ2削減） 1,000千円 16台 1.98年 アイシン軽⾦属(株) 溶解保持炉からの放熱を抑えるため、炉体に断熱材を貼付、エネルギーロスの削減を図る。

6 全熱交換機CO2センサー仕様追加による省エネ制御 02︓建物 02︓その他 14︓エアコン設備 05︓省エネ設備導⼊（建物・付帯） 11︓その他(構内専⽤重機、上記以外) 22︓空調給湯設備 03︓地球温暖化防⽌（省エネ，ＣＯ2削減） 7.88千円 1台 8.3年 アイシン開発 居室を換気する設備として、全熱交換器を採⽤するケースが多い。
換気の必要性により、年間通して24H運転して利⽤することが多く

7 ⼯場⽣産動⼒⽤エア圧縮機の台数制御⽅法改善による電⼒低減 01︓⽣産 02︓その他 10︓空気圧縮機 01︓⽇常管理 10︓動⼒供給（ユーティリティー） 61︓電動機応⽤加熱装置など 03︓地球温暖化防⽌（省エネ，ＣＯ2削減） 468千円 1式 3.6 アイシン機⼯㈱ ⼯場⽣産動⼒⽤エアー使⽤量のピーク送気量低下に伴う、⼯場仕掛時のエア末端圧⼒低下予防の為の圧縮機アンロード（待機）機台数減
による電⼒

8 プレス段取り時間短縮による待機電⼒の削減 01︓⽣産 02︓その他 07︓プレス機 03︓⽣産⼯程・⼯法 08︓製品製造⼯程(プレス、組⽴、艤装) 61︓電動機応⽤加熱装置など 03︓地球温暖化防⽌（省エネ，ＣＯ2削減） ５，０００千円 １台 ４．８年 アイシン⾠栄㈱ コイル材の供給⽅法を変更することにより、製品⼨法調整（シム調整）の
時間を短縮して、段取り中の待機電⼒を削減する。

9 ブレージング炉⾮⽣産時のメッシュベルト速度最適化によるヒーター電⼒量削減 01︓⽣産 02︓その他 01︓炉 01︓⽇常管理 02︓材料加熱⼯程(加熱炉、焼戻炉、熱処理炉、焼⼊設備等) 21︓加熱設備など 03︓地球温暖化防⽌（省エネ，ＣＯ2削減） 0 8台 0 アイシン・エィ・ﾀﾞﾌﾞﾘｭ⼯業㈱ ⾮⽣産時のメッシュベルトの速度を遅くして加熱部へ⼊る時間当たりのメッシュベルトの表⾯積(および重量)を少なくした。その結果昇温に必要な
熱量が減り、ヒーターの消費電⼒量を削減できた。

10 排⽔処理設備 脱⽔機使⽤エネルギー低減 05︓その他 02︓その他 16︓排⽔処理設備 02︓設備運転管理 11︓その他(構内専⽤重機、上記以外) - 03︓地球温暖化防⽌（省エネ，ＣＯ2削減） 4千円 1台 0.42年 豊⽣ブレーキ⼯業（株） 汚泥貯留槽より中間⽔を抜き出し 脱⽔機稼動回数を低減する

11 切削油回収での動⼒ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾞﾛ化 01︓⽣産 02︓その他 09︓⾦属加⼯機等 01︓⽇常管理 09︓⾦属加⼯⼯程(加⼯機、旋盤、研削機等) 99︓その他 03︓地球温暖化防⽌（省エネ，ＣＯ2削減） 750千円 23箇所 0.25年 (株)ｱﾄﾞｳﾞｨｯｸｽ ＜ね  ら い＞　加⼯ﾗｲﾝで滴下や⾶散して溜まった切削油の回収にｴｱ駆動の回収装置を使⽤しているが
　　　　　　　⼀般的に⾃動制御しておらず切り忘れや放置が散⾒され無駄なｴﾈﾙｷﾞｰを浪費

12 ＯＴ時間のメインコンプレッサー稼働停⽌改善 01︓⽣産 02︓その他 10︓空気圧縮機 03︓⽣産⼯程・⼯法 08︓製品製造⼯程(プレス、組⽴、艤装) - 03︓地球温暖化防⽌（省エネ，ＣＯ2削減） 0 １台 0 シロキ⼯業株式会社　⼤阪⼯場 未使⽤の移動式ベビーコンプレッサーを活⽤し、メインコンプレッサー（３７ｋＷ）を停⽌して、電⼒量の削減を図る。

13 洗浄⼯程の温排⽔からの熱回収 01︓⽣産 02︓その他 04︓表⾯処理装置 （洗浄、脱脂） 06︓熱源・燃料変更・熱回収 04︓表⾯処理⼯程(湯洗、脱脂等) 30︓廃熱回収利⽤ 03︓地球温暖化防⽌（省エネ，ＣＯ2削減） 1800千円 7台 3.75 アート⾦属⼯業株式会社 洗浄⼯程(リンス槽)の回路に既製品の熱回収装置を接続し、加熱⽤ヒーターの使⽤電⼒削減効果の確認を⾏う。

14 ファインブランキングプレス機　製品排出アーム変更による省エネ改善 01︓⽣産 02︓その他 07︓プレス機 03︓⽣産⼯程・⼯法 09︓⾦属加⼯⼯程(加⼯機、旋盤、研削機等) 99︓その他 03︓地球温暖化防⽌（省エネ，ＣＯ2削減） 200千円 1 0.3ヶ⽉ 中庸スプリング㈱ 製品排出時のエアー使⽤廃⽌

15 省エネドレントラップ設置によるエアロス低減 01︓⽣産 02︓その他 10︓空気圧縮機 04︓省エネ設備導⼊（⽣産・照明） 10︓動⼒供給（ユーティリティー） 99︓その他 03︓地球温暖化防⽌（省エネ，ＣＯ2削減） 358 千円 2 台 2.9 年 (株) 東海理化 既設トラップでは、ドレン排出時に圧縮エアも⼀緒に排出していたが
省エネドレントラップ設置により、ドレンのみ排出するようにした。

16 空調⽤蒸気ボイラーのJIT（ジャストインタイム）化 01︓⽣産 02︓その他 10︓空気圧縮機 04︓省エネ設備導⼊（⽣産・照明） 10︓動⼒供給（ユーティリティー） 99︓その他 03︓地球温暖化防⽌（省エネ，ＣＯ2削減） 1,690 千円 1 台 1.7 年 (株) 東海理化 熱源設備（冷凍機･冷温⽔発⽣機）が運転していない時間帯に合わせて、
ボイラーも⾃動停⽌するように改造した。

17 バレルめっき⼯程のハイサイクル化 01︓⽣産 02︓その他 03︓めっき装置 03︓⽣産⼯程・⼯法 03︓めっき⼯程 99︓その他 03︓地球温暖化防⽌（省エネ，ＣＯ2削減） 0 千円 1 台 0 年 (株) 東海理化 バレルめっき⼯程で使⽤する塩ビ製カゴの耐久性を向上し、製品の投⼊量を
増加することで、設備の稼働時間を短縮した。

30件

12件
53件

2件
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め
る
ほ
か
、
使
用
済
み
車
の
リ
ユ
ー

ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
開
発
に
努

め
ま
す
。
特
に
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
有
効
利
用
や
適
正
処
理
の
徹
底
、

使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
使
用
量

削
減
な
ど
を
通
し
て
、
海
洋
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
問
題
の
解
決
や
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
資
源
循
環
を
推
進
し
ま
す
。
水
資

源
分
野
に
つ
い
て
は
、
水
量
、
水
質

の
両
面
か
ら
水
リ
ス
ク
を
把
握
し
、

使
用
量
削
減
や
循
環
利
用
な
ど
に
関

し
て
取
り
組
み
情
報
を
共
有
し
、
総

合
的
な
水
資
源
管
理
を
進
め
ま
す
。

環
境
負
荷
物
質
関
連
で
は
、
製
品

含
有
化
学
物
質
の
管
理
に
加
え
、
化

学
物
質
排
出
移
動
量
届
出
制
度
（
Ｐ

Ｒ
Ｔ
Ｒ
）
対
象
物
質
や
Ｖ
Ｏ
Ｃ
な
ど
、

生
産
に
関
わ
る
化
学
物
質
の
管
理
に

努
め
ま
す
。
環
境
負
荷
物
質
の
管
理

徹
底
の
た
め
に
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
で
化
学
物
質
を
効
率
的
に
管
理
可

能
な
統
一
デ
ー
タ
シ
ー
ト
の
維
持
・

改
善
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
地
球
環
境
保
全
の
推
進
お
よ

び
使
用
済
み
自
動
車
の
最
終
処
分
に

お
け
る
環
境
負
荷
を
低
減
し
、
Ｅ
Ｕ

や
新
興
国
の
廃
車
指
令
な
ど
の
国
際

的
な
動
き
へ
の
連
動
を
目
指
し
ま
す
。

環
境
効
率
に
つ
い
て
は
、
製
品
の

生
産
工
程
に
お
け
る
環
境
へ
の
配
慮

と
製
品
性
能
の
両
立
を
今
後
も
継
続

的
に
推
進
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

な
ど
の
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の
構
築
・
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
や
グ

リ
ー
ン
調
達
の
推
進
、
海
外
事
業
活

動
に
お
け
る
環
境
配
慮
と
国
内
環
境

技
術
の
普
及
に
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

「
環
境
自
主
行
動
計
画
」
の
第
９

次
計
画
を
中
心
に
な
っ
て
推
進
す
る

環
境
対
応
委
員
会
の
瀬
下
睦
弘
委
員

長
（
ア
イ
シ
ン
グ
ル
ー
プ
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
基
盤
本
部
安
全
健
康
推
進
部

環
境
部
担
当
理
事
兼
環
境
部
部
長
）

は
、
自
動
車
部
品
業
界
の
脱
炭
素
に

つ
い
て
「
第
８
次
計
画
で
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
量
の
低
減
で
確
実
に
効
果

が
出
て
い
ま
す
が
、
部
品
業
界
は
溶

解
工
程
や
熱
処
理
工
程
な
ど
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
用
す
る
プ
ロ
セ
ス
が
多

い
の
で
、
こ
れ
を
電
気
に
転
換
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後
の
電
動
化

の
加
速
で
自
動
車
部
品
の
構
成
と
生

産
プ
ロ
セ
ス
が
大
き
く
変
化
す
る
中

で
計
画
目
標
を
達
成
す
る
に
は
、
個

社
対
応
で
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
の
環
境
自
主
行
動
計
画
の

よ
う
な
基
本
方
針
が
あ
れ
ば
、
各
企

業
は
取
り
組
み
や
す
い
は
ず
で
す
。

中
小
企
業
の
場
合
は
、
ま
ず
自
社
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
し
っ
か
り
把

握
し
た
上
で
省
エ
ネ
活
動
に
着
手
す

る
の
が
有
効
で
す
。
Ｉ
Ｔ
化
に
よ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
『
見
え
る
化
』
が
重

要
で
し
ょ
う
」
と
し
、
各
社
の
取
り

組
み
に
関
す
る
情
報
共
有
を
重
視
し

て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
は
毎
年
、
会
員
企
業

か
ら
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
取
り
組
み
事
例

を
募
集
し
、
会
員
専
用
サ
イ
ト
で
公

開
し
て
い
ま
す
。
例
年
７
月
に
募
集

し
、
事
例
を
基
に
し
た
勉
強
会
を
積

極
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
温
暖

化
防
止
推
進
分
科
会
の
田
中
道
人

主
査
（
豊
田
合
成
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
・
環
境
推
進
部
環
境
企
画
室

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）
は
「
事
例
は
、

投
資
コ
ス
ト
を
あ
ま
り
か
け
な
い
運

転
管
理
な
ど
の
日
常
改
善
が
多
い
で

す
が
、
省
エ
ネ
設
備
の
導
入
や
排
熱

の
回
収
な
ど
、
設
備
改
善
事
例
も
大

き
な
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
」
と
現

状
を
分
析
し
て
い
ま
す
。「
事
例
集

は
量
が
多
く
、
読
み
解
く
の
が
大
変

な
場
合
も
あ
る
た
め
、
分
科
会
メ
ン

バ
ー
が
推
奨
事
例
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
、
勉
強
会
の
中
で
説
明
す
る
こ
と

で
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
と
し
て
会
員
企
業
に

『
気
づ
き
』を
提
供
し
て
い
ま
す
」（
瀬

会
員
各
社
の
取
り
組
み
事
例
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

温暖化防止推進分科会の
田中道人主査
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下
委
員
長
）。

第
９
次
計
画
の
も
う
一
つ
の
柱
で

あ
る
廃
棄
物
目
標
に
つ
い
て
、
環
境

保
全
分
科
会
の
平
傑
主
査
（
ト
ヨ
タ

紡
織
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
環
境

セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
）
は
、「
第

８
次
計
画
の
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分

量
は
、
会
員
各
社
の
取
り
組
み
で

２
０
２
０
年
度
目
標
4.5
万
ト
ン
以
下

に
対
し
、
実
績
2.1
万
ト
ン
と
な
り
、

目
標
達
成
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
本

計
画
は
、
経
団
連
『
循
環
型
社
会
形

成
自
主
行
動
計
画
』
と
連
動
し
て
お

り
、
産
業
界
全
体
で
の
取
り
組
み

で
、
１
９
９
０
年
代
に
は
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
た
処
分
場
の
逼ひ

っ

迫ぱ
く

問

題
が
改
善
さ
れ
ま
し

た
（
90
年
代
に
２
年

余
り
だ
っ
た
残
余
年

数
が
２
０
１
６
年
度

に
約
17
年
に
伸
張
）。

再
資
源
化
率
目
標

に
つ
い
て
は
、
目
標

85
％
以
上
に
対
し
実

績
92
・
４
％
と
な
り
、

目
標
達
成
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
最

終
処
分
量
の
こ
れ
以

上
の
削
減
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
の
増

加
な
ど
低
炭
素
社
会

の
実
現
に
逆
行
す
る

場
合
も
あ
る
と
の
指

摘
や
、
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
諸

外
国
の
廃
棄
物
輸
入
規
制
の
強
化
な

ど
に
よ
り
、
最
終
処
分
量
の
増
加
要

因
が
あ
り
ま
す
。
以
上
の
背
景
と
両

指
標
は
循
環
型
社
会
形
成
に
お
け
る

最
も
代
表
的
な
指
標
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
資
源
循
環
の
重
要
性
に
鑑
み
引

き
続
き
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
第
９

次
目
標
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
前
述

の
3.6
万
ト
ン
以
下
、
85
％
以
上
と
し

ま
し
た
。
最
終
処
分
量
に
つ
い
て
は

現
状
水
準
よ
り
増
加
さ
せ
な
い
（
増

加
抑
制
）
と
い
う
考
え
方
の
下
、
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

再
資
源
化
率
に
つ
い
て
は
、
会
員

会
社
の
業
種
に
よ
り
対
応
が
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、
再
資
源
化
の
促
進
が
最

終
処
分
量
の
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。

加
え
て
、
国
内
で
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
問
題
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題

の
解
決
な
ど
、
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ

る
資
源
循
環
へ
の
対
応
を
織
り
込
み

ま
し
た
。

ま
た
、『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る

資
源
循
環
の
促
進
等
に
関
す
る
法

律
』
が
、
今
年
４
月
に
施
行
さ
れ
て

お
り
、
取
り
組
み
の
充
実
・
強
化
に

よ
り
循
環
型
経
済
社
会
の
構
築
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
計
画
策

定
の
背
景
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
は
、
廃
棄
物
削
減
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
会
員
企
業
か
ら

募
集
し
た
事
例
１
９
２
件
を
会
員
専

用
サ
イ
ト
に
公
開
し
て
い
ま
す
。
Ｃ

Ｏ
２
削
減
の
取
り
組
み
事
例
募
集（
毎

年
７
月
）
と
合
わ
せ
、
毎
年
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
実
績
、
及
び
副
産
物
発
生
状
況
調

査
）
へ
の
会
員
企
業
の
積
極
的
参
加

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、説
明
会
・

勉
強
会
を
含
め
た
取
り
組
み
の
情
報

共
有
な
ど
に
よ
る
着
実
な
計
画
目
標

の
達
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

環境保全分科会の
平傑主査

廃棄物の種類や処理費用などが詳細にまとめられている
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「「産産業業廃廃棄棄物物削削減減」」事事例例（（119922件件収収載載））

 JJAAPPIIAA「「産産業業廃廃棄棄物物削削減減」」事事例例集集リリスストト  ５５版版（（～～22002200年年99月月収収集集））  

192 事事例例NNoo..
事事例例
収収集集
年年度度

事事例例名名称称 工工程程 廃廃棄棄物物種種類類 改改善善区区分分
実実施施状状況況

（（対対策策実実施施年年度度））
実実施施拠拠点点

対対策策費費用用

((千千円円))

対対象象台台数数

（（対対策策範範囲囲））

廃廃棄棄物物削削減減量量

((㌧㌧//年年))

低低減減効効果果額額

（（千千円円//年年））

投投資資回回収収年年数数

((年年））
企企業業名名

1 WS14-001 2014 含油廃液の回収周期見直しによる廃棄物低減 - 廃油 発生源対策 2010 国内拠点 - - 3.7 304 - 愛三工業
2 WS14-002 2014 洗浄液廃液の処理方法変更による廃液廃棄物の削減 排水処理場 複合物、その他（ 洗浄液廃液 ） その他 2013 国内拠点 100 - - 2,592 0.04 (株)ジェイテクト
3 WS14-003 2014 温水洗浄機の廃液量削減 温水洗浄 複合物、その他（廃液） 発生源対策 2014 国内拠点 200 1 14.8 280 1 太平洋工業(株)
4 WS14-004 2014 M/C水溶性切削液の早期腐敗抑制による廃液量低減 切削加工 廃油 減容化 2013 国内拠点 - - 1.2 - - (株)デンソー
5 WS14-005 2014 レーザー加工機　集塵機フィルター寿命向上による廃棄物削減 レーザー加工 廃プラスチック類 減容化 2014 国内拠点 - - 0.2 2,474 - (株)デンソー
6 WS14-006 2014 ミストコレクターのフィルター改善による廃棄物低減 切削加工 廃プラスチック類 減容化 2014 国内拠点 - - 0.7 - - (株)デンソー
7 WS14-007 2014 減圧脱水装置導入による離型剤廃液の減量化 排水処理工程 汚泥 減容化 2012 国内/海外(中国) 25,000 3.0 200.0 5,600 4.5 豊田合成(株)
8 WS14-008 2014 海外輸入部品の固定方法変更による木屑低減 輸入部品の納入 複合物、その他（木屑） 発生源対策 2015 国内拠点 - - 0.7 - - 豊田合成(株)
9 WS14-009 2014 成形材料予備タンクへの攪拌機取付けによる長期休暇時の廃液低減 ウレタン成形工程 廃油 発生源対策 2013 国内拠点 - 10.0 0.6 18 - 豊田合成(株)

10 WS14-010 2014 洗浄廃液処理費の低減 接着剤塗布工程 廃油 発生源対策 2014 国内拠点 10 - 321.6 94 0.1 トヨタ紡織（株）
11 WS14-011 2014 接着剤塗布ロボットガン・ホース洗浄廃液量低減 接着剤塗布工程 廃油 発生源対策 2014 国内拠点 - - 7750.4 30 - トヨタ紡織（株）
12 WS14-012 2014 アルミ加工工程の切削油の持ち出し量低減 - 廃油 発生源対策 2010 国内拠点 256 35 16.8 312 1 愛三工業
13 WS14-013 2014 シートベルト用残糸廃棄量低減 紡織工程 - 減容化 2014 国内拠点 - - 4.8 - - トヨタ紡織（株）
14 WS14-014 2014 成形天井用ウレタンフォーム　物性評価枚数削減による廃棄物低減 物性評価試験 廃プラスチック類 発生源対策 2014 国内拠点 - - 0.3 215 - トヨタ紡織（株）
15 WS14-015 2014 高磁力マグネットセパレーター設置による研削油購入量の削減と廃油泥の削減 研削工程 廃油 発生源対策 2013 国内拠点 5,500 4 90.0 10,750 1 日本精工(株)
16 WS14-016 2014 高崎：２号棟一括給水装置更新 研削工程 汚泥 自社中間処理/減容化 2014 国内拠点 40,000 0 1416.0 1,646 18 日本精工(株)
17 WS14-017 2014 ブリケット設備の導入 研削工程 汚泥 有価物化 2012 国内拠点 29,700 0 530.0 25,800 1 日本精工(株)

５版発行 ２０２０年１２月
JAPIA生産環境部会

環境保全分科会

5版の主な改定内容

・２０２０年９月収集事例を追加（ＷＳ２０）

11 ..工工程程：：接接着着剤剤塗塗布布工工程程 ３３ ..改改善善区区分分

22 ..廃廃棄棄物物種種類類 ■ 発生源対策（歩留まり改善、不良低減等）

□ 汚泥 □ 社内再利用(社外再生処理含む)

■ 廃油 □ 有価物化(売却）

□ 廃酸、廃アルカリ □ 自社中間処理(減量化）

□ 廃プラスチック類 □ 減容化(処理費低減）

□ 金属くず □ 逆有償ﾘｻｲｸﾙ化(     　　　　                   )

□ 複合物、その他（　　　　　　　　　） □  その他 （　　　　）

題
目

内
容

（
特
に
工
夫
し
た
点
を
図

、
写
真
等
で
記
載

）

電話又はＥ－ｍａｉｌ

○○株式会社

-
投資回収年数

(年）

改善前 改善後

０．１１０

作成者名

一般社団法人日本自動車部品工業会

環境部　環境管理室

作成部署名 ◇◇製造部△△室 担当者名

問
合
せ
窓
口

部署名

0123-45-6789○○　▽▽

☆☆　◎◎

会 社 名

洗浄廃液処理費の低減

対
策
効
果

＜＜産産業業廃廃棄棄物物削削減減事事例例区区分分＞＞（（１１のの工工程程名名をを記記入入。。該該当当をを■■ににししてて下下ささいい。。）） 対対策策区区分分 WWSS1144--1188

　実 施 拠 点

■国内拠点

概
要

接着剤塗布ホースの洗浄方法を見直し、洗浄廃液処理費の低減、洗浄シンナーの使用量低減を図る。

対策費用
（千円）

□海外拠点
　　（国名：　　　　　　　　　）

作成年月日 平成  27 年 4 月21 日

実 施 状 況
■ 実施中　平成 26年から

□計画中 平成   年から

対象台数
(台、一式等)

タンクのフタ１つを使用し、車種の切り替えの際に
塗布ガンをシンナーで洗浄するが、ホースが長い為
シンナーを３回吹いて洗浄しなければ、ボンドが洗浄
出来なかった。

それぞれのﾀﾝｸにﾌﾀを設置し、ﾎｰｽ途中に切り替え

ｺｯｸをつける事により、ｼﾝﾅｰを通すﾎｰｽ長さを短縮した。
これにより、ｼﾝﾅｰ洗浄する際に１回吹けばﾎﾞﾝﾄﾞが

洗浄出来るようになり、洗浄廃液の低減、洗浄ｼﾝﾅｰ
使用量の低減が出来た。

（1回吹き）0.165ｇ/回×４回/日＝0.66kg

0.66㎏/日×２０日＝13.2㎏/月

（１缶１５㎏＝２,900円）

（3回吹き）500ｇ/回×４回/日＝2kg

２㎏/日×２０日＝40㎏/月

洗浄シンナー使用量（洗浄廃液）

洗浄シンナー使用量低減
40㎏－13.2㎏＝26.8㎏/月
26.8kg×12ヶ月＝32１.６Ｋｇ/年
洗浄シンナー購入金額低減
321.6kg÷15kg/缶＝21.44缶
2,900円/缶×21.44缶＝6２.１千円/年

洗浄シンナー使用量（洗浄廃液）

タンク蓋
入れ替え

タンク蓋
入れ替え

シンナー
洗浄

ホース
が長い

車車種種ＡＡ 車車種種 BB

ホース短縮

洗浄廃液低減
40㎏－13.2㎏＝26.8㎏/月
26.8kg×12ヶ月＝32１.６Ｋｇ/年
洗浄廃液処理費用低減
321.6kg×100円/kg＝３２.１千円/年

対策効果金額計
・９4.２千円/年
投資回収年数
・0.１年

⇒⇒JJAAPPIIAA「「環環境境自自主主行行動動計計画画」」のの産産業業廃廃棄棄物物最最終終処処分分量量削削減減、、再再資資源源化化率率
向向上上等等のの資資源源循循環環推推進進、、原原価価低低減減等等ににごご活活用用ををおお願願いいいいたたししまますす。。

環環境境保保全全分分科科会会でで産産業業廃廃棄棄物物削削減減事事例例をを会会員員企企業業にに展展開開

22001144年年度度よよりり収収集集ししたた事事例例119922件件をを、、JJAAPPIIAAホホーームムペペーージジ会会員員専専用用ササイイトトにに掲掲載載
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資本金
従業員
拠 点
代表者

47 億 5,308 万円
663 人
国内 8、海外 9
代表取締役社長
遠田 比呂志

塗料、防音材の老舗メーカー
国内全カーメーカーと取引

こ
れ
を
自
動
車
メ
ー
カ
ー
か
ら
受
託
し
て

い
る
。

　

同
社
の
特
徴
と
し
て
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー

エ
コ
ノ
ミ
ー
※

の
実
践
が
挙
げ
ら
れ
る
。

塗
料
で
は
、
廃
溶
剤
の
リ
サ
イ
ク
ル
、
防

水
材
分
野
で
リ
サ
イ
ク
ル
缶
の
導
入
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
た
ほ
か
、
自
動
車
用
防

音
材
分
野
で
は
、
古
紙
や
古
着
な
ど
の
廃

材
の
再
利
用
や
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
製
品

の
生
産
に
注
力
し
て
い
る
。
昨
年
は
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
推
進
室
を
新
設

し
、
従
来
の
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
地
域

経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
活
動
に
本
腰

を
入
れ
る
。

　

電
動
化
の
加
速
を
受
け
、
遠
田
比
呂
志

社
長
は
「
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
は
、
エ

ン
ジ
ン
音
で
か
き
消
さ
れ
て
い
た
風
切
り

音
や
ロ
ー
ド
ノ
イ
ズ
へ
の
対
策
ニ
ー
ズ
が

高
ま
る
。
ま
た
、
Ｅ
Ｖ
化
で
多
く
の
ク
ル

マ
が
四
輪
駆
動
に
な
れ
ば
、
リ
ア
回
り
の

防
音
強
化
も
必
要
に
な
る
。
タ
イ
ヤ
ハ
ウ

ス
回
り
の
放
射
音
、
騒
音
伝
播
経
路
対
策

も
Ｅ
Ｖ
の
方
が
重
要
に
な
る
。
将
来
的
に

イ
ン
シ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
使
用
量
が
減
る
可

能
性
は
あ
る
が
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
を
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
た
い
」
と
話
す
。

　

創
立
１
０
０
周
年
を
見
据
え
、
既
存
の

技
術
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
革
新
的
な

製
品
開
発
を
目
指
す
方
針
だ
。

航
空
機
用
塗
料
の
製
造
が
原
点

自
動
車
用
防
音
材
分
野
に
い
ち
早
く
進
出

　

１
９
２
９
年
に
創
立
し
た
日
本
特
殊
塗

料
（
に
ほ
ん
と
く
し
ゅ
と
り
ょ
う
）
は
、

航
空
機
用
塗
料
の
製
造
を
皮
切
り
に
、
53

年
に
自
動
車
用
防
音
・
防
錆
・
耐
衝
撃
用

防
護
塗
料
「
ニ
ッ
ト
ク
・
ア
ン
ダ
ー
シ
ー

ル
」
を
開
発
し
た
。
63
年
に
は
自
動
車
用

制
振
材
「
メ
ル
シ
ー
ト
」
を
開
発
。
現
在
、

全
社
売
上
高
に
占
め
る
自
動
車
製
品
関
連

事
業
の
比
率
は
約
７
割
で
、
国
内
自
動
車

メ
ー
カ
ー
全
社
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
。

　

自
動
車
関
連
の
主
力
製
品
は
、
制
振
・

防
錆
塗
料
に
加
え
、
独
自
の
音
響
技
術
を

中
核
と
し
た
部
品
製
品
を
幅
広
く
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
す
る
。

　

車
体
パ
ネ
ル
の
振
動
を
低
減
さ
せ
る
た

め
の
制
振
材
や
、
反
響
音
を
弱
め
る
吸
音

材
、
音
の
波
動
を
減
少
さ
せ
る
遮
音
材
を

エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
、
タ
イ
ヤ
、
排
気
管
回

り
や
フ
ロ
ア
な
ど
、
幅
広
い
部
位
で
展
開

し
て
い
る
。

　

同
社
の
強
み
は
、
部
品
メ
ー
カ
ー
で
あ

り
な
が
ら
素
材
開
発
を
自
前
で
行
え
る
点

や
、「
塗
り
」
の
技
術
に
加
え
、
音
響
技

術
を
自
社
で
賄
え
る
点
だ
。
音
響
領
域
に

お
い
て
、
独
自
の
音
の
解
析
・
評
価
お
よ

び
試
験
機
を
持
つ
ほ
か
、
車
両
１
台
分
の

音
分
析
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
可
能
で
、

日本特殊塗料
会員企業ファイル�

本社
東京都北区王子3-23-2
URL
https://www.nttoryo.co.jp

我が社
の逸品

音の解析、評価、シミュレーションを行い、
自動車用防音部品を開発塗料事業の主力製品「塗り床塗料・ユータック」。

自動車メーカーをはじめ多くの工場で採用

※�一方通行型の経済社会活動から、持続可能な形で資源を利用する
「循環経済」への移行を目指す取り組み

本社
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資本金
従業員
拠 点
代表者

3 億 7,300 万円
2,087 人（連結）
国内 10、海外 7
代表取締役社長
社長執行役員
冨田 禎二

光
沢
の
あ
る
上
質
な
質
感
を
持
つ
「
ピ
ア

ノ
ブ
ラ
ッ
ク
」
シ
リ
ー
ズ
だ
。
独
自
製
法

に
よ
り
透
明
な
ア
ク
リ
ル
樹
脂
に
着
色
し

て
か
ら
成
型
す
る
た
め
、
塗
装
レ
ス
で
深

み
の
あ
る
高
光
沢
を
実
現
す
る
。
近
年
、

こ
の
独
自
技
術
は
内
装
部
品
に
も
活
躍
の

場
を
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。

　

三
つ
め
は
、
加
熱
し
て
軟
化
さ
せ
た
材

料
を
金
型
で
プ
レ
ス
す
る
「
熱
プ
レ
ス
」

技
術
で
、
同
社
は
こ
れ
を
活
用
し
、
フ
ェ

ン
ダ
ー
な
ど
に
お
い
て
軽
量
で
吸
音
性
が

高
い
製
品
群
を
展
開
し
て
い
る
。
自
社
の

樹
脂
成
形
技
術
と
フ
ェ
ル
ト
を
熱
プ
レ
ス

で
成
形
す
る
技
術
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
剛
性
を
保
ち
つ
つ
大
幅
な
軽
量
化
を

可
能
に
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
三
つ
の
コ
ア
技
術
に
加
え
、
社

員
の
高
い
業
務
改
善
意
識
が
同
社
の
強
み

に
な
っ
て
い
る
。
コ
ス
ト
や
自
動
化
、
開

発
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
で
国
内
社
員

約
１
８
０
人
が
年
間
約
９
０
０
件
の
改
善

提
案
を
行
っ
て
い
る
。

　

冨
田
禎
二
社
長
は
「
電
動
化
が
進
ん
で

も
内
・
外
装
部
品
は
な
く
な
ら
な
い
が
、

自
動
運
転
化
で
自
動
車
の
内
装
は
一
層
進

化
す
る
だ
ろ
う
。
当
社
の
持
ち
味
を
生
か

し
、
既
存
材
料
を
異
な
る
用
途
に
転
用
す

る
付
加
価
値
提
案
力
を
強
化
し
た
い
。
こ

れ
に
向
け
、
メ
ー
カ
ー
の
設
計
者
同
士
の

連
携
を
進
め
た
い
」
と
先
を
見
据
え
る
。

工
業
用
ゴ
ム
製
品
販
売
で
創
業

開
発
か
ら
販
売
ま
で
一
貫
し
て
展
開

　

自
動
車
の
内
・
外
装
部
品
メ
ー
カ
ー
で

あ
る
ク
ミ
化
成
（
く
み
か
せ
い
）
は
、

１
９
１
８
年
に
東
京
・
日
本
橋
で
工
業
用

ゴ
ム
製
品
の
販
売
で
創
業
し
た
老
舗
部
品

メ
ー
カ
ー
だ
。
樹
脂
・
ゴ
ム
製
品
の
研
究

開
発
か
ら
設
計
、
製
造
、
販
売
ま
で
を
一

貫
し
て
展
開
す
る
。

　

自
動
車
内
装
部
品
の
主
力
製
品
と
し
て

は
、
前
後
ド
ア
ガ
ラ
ス
の
間
に
位
置
す
る

セ
ン
タ
ー
ピ
ラ
ー
ア
ッ
パ
ー
ガ
ー
ニ
ッ

シ
ュ
や
、
座
席
上
部
に
位
置
し
て
乗
員
の

状
態
を
支
え
る
際
に
握
る
「
グ
ラ
ブ
レ
ー

ル
」
な
ど
。
自
動
車
外
装
部
品
と
し
て
は
、

窓
の
外
側
周
囲
に
装
着
す
る
サ
ッ
シ
ュ

ガ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
や
車
両
下
面
を
覆
う
ア
ン

ダ
ー
ボ
デ
ィ
ー
カ
バ
ー
、
ホ
イ
ー
ル
ハ
ウ

ス
内
に
装
着
す
る
イ
ン
ナ
ー
フ
ェ
ン
ダ
ー

な
ど
を
主
力
と
す
る
。

　

同
社
に
は
三
つ
の
コ
ア
技
術
が
あ
る
。

一
つ
め
は
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
製
品
で
あ
る

グ
ラ
ブ
レ
ー
ル
で
、
樹
脂
の
素
材
特
性
を

最
大
限
に
引
き
出
し
、
高
い
安
全
性
と
軽

量
化
を
追
求
し
て
い
る
。
事
故
発
生
時
に

頭
部
と
接
触
し
て
も
衝
撃
を
吸
収
で
き
る

よ
う
に
、
ガ
ス
イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
に
よ

る
中
空
構
造
を
採
用
し
て
い
る
。

　

二
つ
め
は
、
ピ
ア
ノ
の
表
面
の
よ
う
な

本社
東京都千代田区外神田 6-13-10 プロステック秋葉原 4 階
URL
http://www.kumi.co.jp/

創業100年超の
樹脂・ゴムパーツメーカー
業務改善意識の高さを
武器に進歩を続ける

クミ化成

会員企業ファイル�
本社

我が社
の逸品

上質な質感を持つ「ピアノブラック」シリーズ
フラッグシップ製品であるグラブレール
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資本金
従業員
拠 点
代表者

4 億 2,500 万円
263 人
国内 7、海外 4
代表取締役社長
竹島 徹

自動車用樹脂、ゴム、
金属パーツを幅広く
製造販売

領
域
で
は
、
開
設
以
来
40
年
以
上
に
わ

た
っ
て
研
究
・
開
発
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し

て
き
た
技
術
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
材
料

配
合
か
ら
加
工
ま
で
の
成
型
技
術
を
強
み

に
、
顧
客
に
合
わ
せ
た
コ
ス
ト
設
計
に
対

応
す
る
。

　

主
力
製
品
の
一
つ
で
あ
る
空
調
配
管
は
、

短
期
間
で
の
開
発
を
強
み
と
し
て
い
る
。

　

同
社
の
竹
島
徹
社
長
は
「
空
調
配
管
は
、

熱
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要
な
Ｅ
Ｖ
で
は
内

燃
機
関
車
に
比
べ
約
５
倍
種
類
が
増
加
す

る
と
見
込
ま
れ
る
。
バ
ッ
テ
リ
ー
冷
却
ダ

ク
ト
需
要
も
高
ま
る
だ
ろ
う
。
冷
却
関
連

部
品
な
ど
へ
の
対
応
力
を
今
後
高
め
て
い

き
た
い
」
と
、
Ｅ
Ｖ
対
応
に
自
信
を
み
せ

る
。
加
え
て
、
引
き
続
き
内
燃
機
関
系
部

品
対
応
も
重
視
し
、
従
来
通
り
の
営
業
展

開
も
継
続
す
る
方
針
だ
。

　

Ｅ
Ｖ
対
応
に
加
え
、
ト
ラ
ッ
ク
メ
ー

カ
ー
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
に
も
注
力
し
て

い
る
。
ト
ラ
ッ
ク
の
空
調
配
管
は
、
乗
用

車
よ
り
も
部
品
点
数
が
多
い
。
老
舗
メ
ー

カ
ー
と
し
て
の
開
発
・
調
達
力
を
生
か
し
、

Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大
も
狙
う
。

ま
た
、
産
業
資
材
領
域
で
は
、
工
場
の
職

場
環
境
改
善
向
け
の
商
材
に
も
注
力
し
て

い
く
。

配
管
の
組
立
技
術
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
型
、

ゴ
ム
配
合
技
術
を
3
本
柱
に
業
容
拡
大

　

１
９
４
８
年
に
創
立
し
た
ミ
ト
ヨ
は
、

自
動
車
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ゴ
ム
・
金
属

製
品
や
工
業
用
品
、
産
業
用
資
材
な
ど
の

製
造
、
販
売
を
手
広
く
展
開
す
る
。
①
各

種
配
管
の
組
立
技
術
②
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

成
型
・
組
立
技
術
③
ゴ
ム
の
配
合
・
設
計

技
術
の
３
本
柱
を
中
核
に
業
容
を
拡
大
し

て
き
た
。

　

主
力
で
あ
る
自
動
車
部
品
領
域
は
、
エ

ン
ジ
ン
関
係
で
は
吸
気
系
ラ
バ
ー
ホ
ー
ス

や
燃
料
ホ
ー
ス
、
空
調
関
係
で
は
空
調
配

管
や
ド
レ
ー
ン
ホ
ー
ス
、
ボ
デ
ィ
ー
・
ド

ア
関
係
で
は
ウ
ェ
ザ
ー
ス
ト
リ
ッ
プ
や
ド

ア
ラ
ッ
チ
、
操
舵
関
係
で
は
パ
ワ
ー
ス
テ

ア
リ
ン
グ
用
ホ
ー
ス
な
ど
、
幅
広
い
製
品

領
域
を
カ
バ
ー
し
、
国
内
だ
け
で
な
く
、

タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
も
生
産
し
て
い
る
。

電
動
化
が
加
速
す
る
近
年
で
は
、
電
気
自

動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
向
け
冷
却
用
リ
ザ
ー
ブ
タ

ン
ク
の
需
要
が
増
加
傾
向
と
い
う
。

　

売
上
高
の
約
35
％
を
占
め
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
は
、
Ｅ
Ｖ
冷
却
用
リ
ザ
ー
ブ

タ
ン
ク
や
ト
ラ
ッ
ク
用
尿
素
水
タ
ン
ク
な

ど
の
成
形
品
組
立
に
注
力
し
て
お
り
、
今

年
度
は
九
州
事
業
所
に
新
た
に
成
形
機
を

導
入
す
る
。

　

売
上
高
の
20
％
強
を
占
め
る
ゴ
ム
製
品

本社
東京都中央区新川１-16-10
URL
https://mitoyo-net.co.jp/

ミトヨ

会員企業ファイル�

我が社
の逸品

トラック用尿素水タンク
カーエアコン用ホース

鞍掛事業所
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資本金
従業員
代表者

9,000 万円
16 人
代表取締役
松波 登

の
助
成
金
対
象
機
種
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

カ
メ
ラ
と
カ
メ
ラ
モ
ニ
タ
ー
、
付
属
パ
ー

ツ
の
セ
ッ
ト
で
単
車
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
を

基
本
セ
ッ
ト
と
し
、
オ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
ツ

な
ど
に
よ
り
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
か
ら
フ
ル
ト

レ
ー
ラ
で
の
複
数
カ
メ
ラ
装
着
に
も
対
応

す
る
。

　

ま
た
、
ト
レ
ー
ラ
需
要
の
拡
大
に
合
わ

せ
、
接
続
ケ
ー
ブ
ル
の
改
良
に
着
手
し
て

い
る
。
ト
レ
ー
ラ
用
マ
ル
チ
ケ
ー
ブ
ル
で

は
、
従
来
の
ね
じ
式
か
ら
リ
バ
ー
ス
バ
ヨ

ネ
ッ
ト
ロ
ッ
ク
方
式
に
変
更
す
る
こ
と
で

大
幅
な
取
り
付
け
時
間
短
縮
を
可
能
と
し

た
ほ
か
、
カ
チ
オ
ン
電
着
塗
装
に
よ
り
高

い
耐
久
性
や
防
食
性
を
実
現
し
た
。

　

近
年
で
は
、
バ
ッ
ク
ア
イ
カ
メ
ラ
事
業

と
合
わ
せ
て
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
事
業

に
も
本
格
参
入
し
て
い
る
。
記
録
媒
体
に

は
大
容
量
の
Ｓ
Ｓ
Ｄ（
ソ
リ
ッ
ド
・
ス
テ
ー

ト
・
ド
ラ
イ
ブ
）
を
い
ち
早
く
導
入
す
る

な
ど
、
８
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
で
も
最
大
約

２
２
０
時
間
の
記
録
を
可
能
と
し
て
い
る
。

　

同
社
の
創
業
理
念
の
根
本
は
「
顧
客
の

生
命
と
安
全
を
守
る
」
こ
と
。
こ
う
し
た

理
念
の
下
「
交
通
事
故
の
な
い
ク
ル
マ
社

会
の
実
現
を
目
指
し
、
さ
ら
な
る
革
新
的

な
製
品
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」

（
松
波
社
長
）
と
す
る
。

社
長
自
身
が
大
型
車
の
後
方
視
界

確
保
の
重
要
性
を
認
識
し
て
創
業

　

日
本
ヴ
ュ
ー
テ
ッ
ク
は
、
ト
ラ
ッ
ク
な

ど
大
型
車
両
の
後
方
視
界
を
確
保
す
る
シ

ス
テ
ム
の
製
品
開
発
・
販
売
を
行
う
。
主

力
製
品
で
あ
る
「
バ
ッ
ク
ア
イ
カ
メ
ラ
」

を
中
心
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
の

製
品
展
開
を
進
め
、
物
流
業
界
の
輸
送
品

質
向
上
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
。

　

製
品
開
発
の
ヒ
ン
ト
は
、
松
波
登
社
長

の
大
型
免
許
取
得
に
端
を
発
す
る
。
実
際

に
大
型
車
両
を
運
転
し
て
み
る
と
、
予
想

以
上
の
後
方
視
界
の
悪
さ
や
死
角
の
多
さ

に
気
づ
か
さ
れ
た
と
い
う
。
大
型
車
ド
ラ

イ
バ
ー
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
「
勘
に
頼
る
」
と
い
う
意
見
が
大
半

を
占
め
る
実
態
を
目
の
当
た
り
に
し
、
後

方
視
界
確
保
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
製

品
化
へ
の
動
き
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

製
品
開
発
後
に
は
地
元
の
運
送
事
業
者

の
協
力
を
得
て
実
装
実
験
を
重
ね
た
。
結

果
は
未
装
着
車
両
に
比
べ
格
段
に
事
故
率

の
低
下
が
見
ら
れ
た
と
と
も
に
、
ド
ラ
イ

バ
ー
か
ら
も
好
意
的
な
意
見
が
聞
か
れ
、

事
業
所
内
の
全
車
両
へ
導
入
と
い
う
結
果

が
も
た
ら
さ
れ
た
。

　

現
在
、
主
力
製
品
と
な
る
バ
ッ
ク
ア
イ

カ
メ
ラ
「
ナ
イ
ス
ヴ
ュ
ー
モ
ニ
タ
ー
Ｖ
Ｈ

―
Ｓ
２
０
」
は
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

本社
川崎市中原区下小田中 3-26-6
URL
https://www.nvt.co.jp/

大型車用リアビュー
カメラシステムを
幅広く開発・生産

日本ヴューテック

会員企業ファイル�
本社

我が社
の逸品

リバースバヨネットロック方式を採用した
トレーラ用マルチケーブルナイスヴューモニターVH-S20
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ト
ヨ
タ
自
動
車
は
、
主
要
仕
入
先
で

あ
る
小
島
プ
レ
ス
工
業
（
小
島
栄
二
社

長
、
愛
知
県
豊
田
市
）
が
サ
イ
バ
ー
攻

撃
を
受
け
た
影
響
で
国
内
の
全
工
場
の

稼
働
を
３
月
１
日
に
停
止
し
た
。
ト
ヨ

タ
側
の
シ
ス
テ
ム
に
影
響
は
な
く
、
小

島
プ
レ
ス
か
ら
の
部
品
供
給
も
再
開
し

た
こ
と
で
翌
２
日
か
ら
工
場
の
稼
働
は

再
開
し
た
も
の
の
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー

の
取
引
先
を
対
象
と
す
る
「
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
攻
撃
」
の
リ
ス
ク
が
顕
在
化

し
た
格
好
だ
。
今
回
、
取
引
先
１
社
へ

の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
で
国
内
全
工
場
が
停

止
に
追
い
込
ま
れ
る
事
態
へ
と
発
展
し

た
だ
け
に
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
も
含
め
た

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
の
さ

ら
な
る
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。

　

生
産
シ
ス
テ
ム
へ
の
攻
撃
で
は
な
く
、

NEWS
1

ト
ヨ
タ
系
に
サ
イ
バ
ー
攻
撃
、

「
新
た
な
リ
ス
ク
」
顕
在
化

　

ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
と
ホ
ン
ダ
は
３
月

４
日
、
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
を
共
同

開
発
す
る
合
弁
会
社
を
年
内
に
設
立
す

る
と
発
表
し
た
。
新
会
社
で
企
画
開
発

し
た
Ｅ
Ｖ
を
ホ
ン
ダ
の
工
場
で
生
産
し
、

２
０
２
５
年
を
め
ど
に
初
期
モ
デ
ル
を

販
売
す
る
計
画
だ
。
今
年
１
月
に
米
ラ

ス
ベ
ガ
ス
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｃ
Ｅ
Ｓ

２
０
２
２
」
で
Ｅ
Ｖ
市
場
へ
の
参
入
を

表
明
し
た
ソ
ニ
ー
が
、
意
欲
的
な
Ｅ
Ｖ

NEWS
2 

ホ
ン
ダ
と
ソ
ニ
ー
が
提
携

Ｅ
Ｖ
を
共
同
開
発

シ
フ
ト
を
打
ち
出
す
ホ
ン
ダ
と
タ
ッ
グ

を
組
む
こ
と
で
、
競
争
力
の
あ
る
Ｅ
Ｖ

の
商
品
化
に
つ
な
げ
る
。

　

異
業
種
と
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
協
業

し
て
Ｅ
Ｖ
を
生
産
す
る
取
り
組
み
は
、

鴻
海
精
密
工
業
（
ホ
ン
ハ
イ
）
と
ス
テ

ラ
ン
テ
ィ
ス
な
ど
海
外
で
は
事
例
が
あ

る
も
の
の
、
国
内
メ
ー
カ
ー
同
士
の
協

業
は
今
回
が
初
め
て
だ
。

　

２
０
２
１
年
度
の
国
内
乗
用
車
市
場

に
占
め
る
電
動
車
（
軽
自
動
車
含
む
）

の
比
率
が
、
年
度
と
し
て
初
め
て
４
割

NEWS
3

21
年
度
の
国
内
電
動
車

販
売
比
率
が
初
の
４
割
超

NEWS  TOP 5 3〜5.2022

「日刊自動車新聞」に掲載された
自動車業界ニュース（2022年３～
５月）の中から、 注目記事をピック
アップ。明日のクルマ社会のヒント
はココにある！

 掲載記事の詳細は
　　 「日刊自動車新聞電子版

（http://www.netdenjd.com/）」
（月額3500円）でご覧いただけます。
【購読の申し込み、お問い合わせ】
TEL:03-5777-2318
Eメール:hanbai@njd.jp

ト
ヨ
タ
の
シ
ス
テ
ム
に
は
影
響
が
及
ば

な
か
っ
た
も
の
の
、
小
島
プ
レ
ス
が

サ
ー
バ
ー
を
停
止
し
た
こ
と
で
生
産
に

関
わ
る
デ
ー
タ
の
や
り
取
り
が
で
き
な

く
な
り
、
部
品
供
給
が
滞
る
こ
と
が
判

明
。
同
社
の
部
品
は
国
内
で
生
産
す
る

幅
広
い
車
種
に
採
用
し
て
い
る
た
め
に
、

生
産
委
託
先
の
ダ
イ
ハ
ツ
工
業
と
日
野

自
動
車
を
含
む
国
内
14
工
場
28
ラ
イ
ン

を
す
べ
て
停
止
し
た
。
減
産
影
響
は

１
万
３
千
台
に
上
る
。

トヨタは国内全工場の稼働を停止

登録車のPHV、EVの増加率が顕著

ソニーの吉田会長兼社長CEO（左）とホンダの三部社長

乗用車全体　　　　　3,467,561（▲10.1）

登録車全体　2,286,589（▲8.4）
構成比

ＨＶ 1,033,216 （9.2） 45.2 ［7.3］
PHV 27,067 （61.4） 1.2 ［0.5］
ＥＶ 24,154 （68.0） 1.1 ［0.5］
FCV 1,997 （29.3） 0.1 ［0.0］

軽自動車　1,180,972（▲13.3）
構成比

ＨＶ 368,527 （▲14.3） 31.2 ［▲0.3］
ＥＶ 862 （3,491.7） 0.1 ［0.1］

※�単位は台、（　）内は前年度増減率％、
　［　］内は前年度構成比との増減ポイント

21年度電動車販売台数
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を
超
え
た
。
半
導
体
不
足
な
ど
の
影
響

で
乗
用
車
全
体
の
販
売
台
数
が
減
少
し

た
中
、
電
動
車
の
販
売
は
前
年
度
比

3.3
％
増
加
し
た
。

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
（
Ｈ
Ｖ
）
の
需
要

が
堅
調
に
推
移
し
た
ほ
か
、
補
助
金
効

果
や
商
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
の
強
化
で
プ

ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車（
Ｐ
Ｈ
Ｖ
）

や
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
も
大
幅
に
伸

び
た
。
乗
用
車
全
体
に
占
め
る
Ｅ
Ｖ
の

比
率
は
0.7
％
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
22
年

度
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
や
日
産
自
動
車
な

ど
が
新
商
品
を
投
入
す
る
計
画
で
、
一

定
の
市
場
拡
大
が
見
込
め
そ
う
だ
。

　

ス
バ
ル
は
５
月
12
日
、
２
０
２
７
年

NEWS
4

ス
バ
ル
、
群
馬
に
Ｅ
Ｖ

専
用
工
場
を
新
設

以
降
に
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
の
専
用

生
産
棟
を
群
馬
県
に
新
設
す
る
と
発
表

し
た
。
25
年
を
め
ど
に
ガ
ソ
リ
ン
車
と

の
汎
用
生
産
ラ
イ
ン
で
Ｅ
Ｖ
の
自
社
生

産
を
開
始
し
、
そ
の
後
専
用
生
産
棟
を

立
ち
上
げ
る
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
（
Ｈ

Ｖ
）
の
生
産
も
拡
充
す
る
方
針
で
、
今

後
５
年
間
で
電
動
車
の
生
産
体
制
拡
充

に
２
５
０
０
億
円
を
投
じ
る
。
国
内

メ
ー
カ
ー
の
中
で
も
Ｅ
Ｖ
に
慎
重
だ
っ

た
ス
バ
ル
だ
が
、
環
境
規
制
の
厳
格
化

や
顧
客
の
ニ
ー
ズ
拡
大
を
踏
ま
え
、
電

動
化
を
加
速
す
る
。

　

日
刊
自
動
車
新
聞
が
主
要
部
品
メ
ー

NEWS
5
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
関
す
る

部
品
メ
ー
カ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

カ
ー
を
対
象
に
行
っ
た
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

で
、
大
半
の
企
業
が
対
応
に
遅
れ
を

取
っ
た
場
合
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
の

取
引
や
企
業
イ
メ
ー
ジ
に
悪
影
響
が
出

る
と
の
危
機
意
識
を
持
っ
て
い
る
実
態

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
す
で
に
一
部

の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
主
要
取
引
先
に

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
排
出
量
の
削

かわら版 NEWS  TOP 5
「日刊自動車新聞」に掲載された
自動車業界ニュース（2022年３～
５月）の中から、 注目記事をピック
アップ。明日のクルマ社会のヒント
はココにある！

減
を
求
め
て
お
り
、
将
来
的
に
は
自
動

車
メ
ー
カ
ー
が
調
達
部
品
を
選
別
す
る

際
の
基
準
の
一
つ
に
な
る
可
能
性
も
あ

る
。

　

脱
炭
素
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、
自

動
車
メ
ー
カ
ー
の
み
な
ら
ず
部
品
メ
ー

カ
ー
に
と
っ
て
も
重
要
な
経
営
課
題
の

一
つ
に
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
対
応
次

第
で
は
既
存
の
部
品
ビ
ジ
ネ
ス
の
喪
失

の
み
な
ら
ず
、
企
業
の
社
会
的
信
頼
を

も
揺
る
が
し
か
ね
な
い
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
部
品
メ
ー

カ
ー
へ
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
取

り
組
む
理
由
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
全
64

社
の
回
答
企
業
の
う
ち
60
社
が
「
企
業

の
社
会
的
責
任
」
に
当
て
は
ま
る
と
回

答
。「
世
の
中
の
流
れ
」
に
当
て
は
ま

る
と
回
答
し
た
54
社
を
含
め
、
大
半
の

企
業
が
積
極
的
な
姿
勢
で
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
取
り
組
む
意
向
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

　

一
方
で
、「
自
動
車
メ
ー
カ
ー
か
ら

要
請
さ
れ
て
い
る
」
に
当
て
は
ま
る
と

回
答
し
た
の
は
51
社
、
や
や
当
て
は
ま

る
と
回
答
し
た
の
は
10
社
で
、
９
割
以

上
が
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
の
ビ
ジ
ネ
ス

に
欠
か
せ
な
い
取
り
組
み
と
し
て
認
識

し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

スバル大泉工場

約６割の企業がCO2削減に取り組んでいる
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IPF株式会社
代表取締役社長：市川 喜一郎
本社：群馬県高崎市倉賀野町 2656

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
求
め
ら
れ
る

厳
し
い
ニ
ー
ズ
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
、

製
品
の
さ
ら
な
る
進
化
に
つ
な
が
る

世
界
中
の
レ
ー
ス
シ
ー
ン
に
ラ

イ
ト
を
供
給
す
る
Ｉ
Ｐ
Ｆ
。
過
酷

な
環
境
で
育
ま
れ
た
知
見
が

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
製

品
は
、
高
い
信
頼
性
と
耐
久
性
で
、

国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
に
も
多
く

の
フ
ァ
ン
を
持
つ
。
同
社
は

１
９
４
６
年
に
金
属
プ
レ
ス
加
工

業
と
し
て
創
業
、
53
年
に
市
川
プ

レ
ス
工
業
を
設
立
。
プ
レ
ス
成
型

で
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の
ケ
ー
ス
や
リ

フ
レ
ク
タ
ー
な
ど
の
自
動
車
用
ラ

ン
プ
の
生
産
を
手
が
け
て
き
た
。

照
明
器
具
を
中
心
に
自
動
車
用
品

の
開
発
や
製
造
、
販
売
な
ど
事
業

を
拡
大
し
て
い
る
。

自
動
車
用
ラ
イ
ト
の
本
格
的
な

展
開
は
、
70
年
に
Ｏ
Ｅ
Ｍ
（
相
手

先
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
生
産
）
第
１

号
と
し
て
「
ス
バ
ル
１
３
０
０
Ｇ

（
フ
ォ
グ
ラ
ン
プ
）」
の
製
造
を
開

始
し
た
ほ
か
、
市
販
の
Ｉ
Ｐ
Ｆ
オ

リ
ジ
ナ
ル
製
品
の
第
１
号
「
Ｉ
Ｐ

Ｆ
-96
Ｆ
（
フ
ォ
グ
ラ
ン
プ
）」
を

70
年
代
か
ら
自
動
車
用
ラ
ン
プ

の
製
造
事
業
を
拡
大

モーター
スポーツの力

第13回

IPF株式会社

市川 喜一郎社長

ラリーやサーキットレースなど幅広いカテゴリーをサポート

©JAOS
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価
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ

の
置
き
換
わ
り

は
簡
単
で
は
な

い
。
ま
た
、
降

雪
地
域
で
は
発

熱
が
少
な
い
Ｌ

Ｅ
Ｄ
は
融
雪
効

果
が
低
い
こ
と

も
理
由
の
一
つ

だ
。
同
社
は
、
今
後
も
使
用
環
境

や
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
生
産
し
て
い

く
構
え
だ
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
り
、
20
年
以
降
レ
ー
ス
を

含
む
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
大
き
く

制
限
さ
れ
て
き
た
が
、
今
年
に
入

り
、
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で

き
る
環
境
が
整
っ
て
き
た
。
同
社

で
も
可
能
な
限
り
イ
ベ
ン
ト
に
は

参
加
す
る
方
針
で
、
来
場
者
か
ら

の
要
望
も
取
り
入
れ
て
製
品
開
発

に
つ
な
げ
た
い
考
え
だ
。「
19
年

以
降
開
催
で
き
て
い
な
い
、
Ｉ
Ｐ

Ｆ
フ
ァ
ン
感
謝
デ
ー
の
再
開
も
感

染
リ
ス
ク
と
防
止
策
を
踏
ま
え
な

が
ら
模
索
し
て
い
き
た
い
」（
市

川
社
長
）
と
し
て
い
る
。

「
チ
ー
ム
Ｉ
Ｐ
Ｆ
」
を
結
成
し
て

全
日
本
ラ
リ
ー
選
手
権
に
参
加
。

そ
の
後
、
数
々
の
タ
イ
ト
ル
を
獲

得
し
な
が
ら
95
年
ま
で
活
動
し
、

そ
の
後
は
他
チ
ー
ム
へ
照
明
器
具

の
サ
ポ
ー
ト
協
賛
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
Ｗ
Ｒ
Ｃ
（
世
界

ラ
リ
ー
選
手
権
）
や
ル
・
マ
ン
24

時
間
レ
ー
ス
、
Ｄ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
、

ス
ー
パ
ー
Ｇ
Ｔ
な
ど
幅
広
い
レ
ー

ス
シ
ー
ン
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

２
０
１
０
年
か
ら
は
ス
バ
ル
の

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
統
括
会
社
で

あ
る
Ｓ
Ｔ
Ｉ
を
サ
ポ
ー
ト
。
今
年

の
ニ
ュ
ル
ブ
ル
ク
リ
ン
ク
24
時
間

レ
ー
ス
で
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
「
ド
ラ

イ
ビ
ン
グ
光
ラ
イ
ト
バ
ー
」
が
採

用
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は

強
力
な
光
が
得
ら
れ
る
一
方
、
重

量
が
か
さ
ん
で
し
ま
う
デ
メ
リ
ッ

ト
が
あ
っ
た
が
、
改
良
を
繰
り
返

し
、
高
い
レ
ベ
ル
で
戦
え
る
製
品

の
開
発
に
つ
な
げ
た
。

開
発
に
は
試
験
設
備
も
重
要
と

な
る
が
、
同
社
は
テ
ュ
フ
ラ
イ
ン

ラ
ン
ド
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｔ
Ｕ
Ｖ
）
の

公
認
配
光
試
験
設
備
を
所
有
し
、

Ｊ
Ｉ
Ｓ
基
準
認
定
品
と
し
て
発
売

し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
以
降
、
自

動
車
メ
ー
カ
ー
や
ア
フ
タ
ー
パ
ー

ツ
メ
ー
カ
ー
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
を
展
開
す

る
ほ
か
、
市
販
製
品
と
し
て
大
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た「
ス
ー
パ
ー

オ
フ
ロ
ー
ダ
ー
」
や
フ
ォ
グ
ラ
ン

プ
と
し
て
初
の
Ｅ
Ｃ
Ｅ
認
証
を
取

得
し
た
「
Ｒ
ｅ
ｖ
Ｘ　

Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ｅ
Ｓ
」
な
ど
、
Ｈ
Ｉ
Ｄ
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ

ま
で
多
く
の
製
品
を
発
売
し
て
い

る
。モ

ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
入

は
、
80
年
代
初
頭
に
製
品
提
供
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
85
年
に
は

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
へ
の

本
格
参
戦
は
80
年
代
か
ら

「
Ｅ
マ
ー
ク
※
」
取
得
試
験
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
「
さ

ま
ざ
ま
な
環
境
を
想
定
し
た
試
験

で
あ
っ
て
も
、
レ
ー
ス
か
ら
得
ら

れ
る
知
見
は
多
い
」
と
、
市
川
喜

一
郎
社
長
が
語
る
通
り
、
ド
ラ
イ

バ
ー
や
チ
ー
ム
か
ら
の
高
い
要
求

を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
も
高
品
質
な

ラ
イ
ト
の
研
究
開
発
や
改
良
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

現
在
、
ラ
ン
プ
バ
ル
ブ
は
Ｈ
Ｉ

Ｄ
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
光
源
が
シ
フ
ト

し
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）
に
取
り
組
む
企

業
が
増
え
て
お
り
、
消
費
電
力
が

少
な
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
転
換
が
進
ん

で
い
る
が
、
レ
ー
ス
も
例
外
で
は

な
い
。
市
川
社
長
は
「
よ
り
発
光

効
率
の
良
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
シ
フ
ト

は
自
然
の
流
れ
」
と
語
る
一
方
で
、

「
ハ
ロ
ゲ
ン
ラ
ン
プ
の
需
要
が
早

急
に
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
」
と

も
予
測
す
る
。
世
界
市
場
で
は
ま

だ
ハ
ロ
ゲ
ン
が
主
流
で
あ
り
、
高

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
進
む
が
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
商
品
展
開

ラリーに強力なスポットライトは欠かせない

ニュルブルクリンク24時間レース参戦車両

LEDライトバー600Sシリーズ

©STI

※ 

国
連
欧
州
経
済
委
員
会
の
「
車
両
な
ど
の
型
式
認

定
相
互
承
認
協
定
に
基
づ
く
型
式
認
証
マ
ー
ク
」

の
こ
と
で
、
Ｅ
Ｕ
指
令
に
基
づ
く
基
準
を
満
た
す

こ
と
を
証
明
す
る
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